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の
計
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、
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▲平成22年に開通した大開一日市線

　

市
で
は
、
市
道
の
整
備
を
効
率
的
、
効
果
的
、
か
つ
計
画
的
に
行
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い
く
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豊
岡
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整
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計
画
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策
定
し
ま
し
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。

　

そ
の
概
要
を
お
知
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せ
し
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№ 箇所 路線等級 路線名称 工種 前期（H23～27） 後期（H28～32）
地域名 大字等 継続 着手 完了 着手 完了 継続

1

豊岡

立野町 1級 立野大磯線 道路新設 ● ●
2 森津 1級 新堂内川線 道路新設 ● ●
3 栃江・宮井 1級 福田宮井線 橋梁架替 ● ●
4 気比 その他 （仮）港公民館連絡線 道路改築 ● ●
5 瀬戸 その他 （仮）瀬戸運河連絡線 橋梁新設 ● ●
6

城崎
二見

2級 来日上山線 道路改築
● ●

7 2級 上山二見線 道路改築
8 2級 二見森津線 舗装整備 ● ●
9 桃島 その他 内島6号線 道路新設 ● ●
10

竹野
竹野 1級 駅前西町線 道路拡幅 ● ●

11 小丸～芦谷 1級 阿金谷轟線 道路新設 ● ●
12 和田・阿金谷 2級 和田城崎線 道路拡幅 ● ●
13

日高
松岡～日吉 1級 池上・日吉線 歩道新設 ● ●

14 栃本 1級 栃本・太田線 歩道新設 ● ●
15 祢布 その他 南構線 道路新設 ● ●
16

出石

福住 1級 松内中村線 歩道新設 ● ●
17 水上～寺 2級 町分山添線 道路改築 ● ●
18 福住 2級 高如線 道路改築 ● ●
19 上野 2級 上野線 橋梁架替 ● ●
20 桐野 その他 桐野村内線 橋梁架替 ● ●
21 宮内 その他 鷺田線 道路改築 ● ●
22

但東
坂野～虫生 1級 太田虫生線 道路改築 ● ●

23 後 2級 後線 道路改築 ● ●

豊岡市道路整備計画
10カ年整備計画箇所図



豊岡市立東霊苑の第１期分譲分の
永代使用者を募集します!!

豊岡市立東霊苑第１期工事完成イメージ図

　市では、平成23年10月１日から使用開始予定の豊岡市立東霊苑の第１期分譲分の永代使用者
を募集します。永代使用区画は、資格を満たした申請者の中から抽選会で決定します。

《申込み・問合せ》生活環境課生活係☎21-9001

施設概要

環境などへの配慮

東霊苑内せせらぎ（イメージ）

豊岡市立東霊苑第１期工事完成イメージ図

Ⓑ

Ⓐ
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◆申込方法

◆抽 選 会
　 ▽日　時
　 ▽場　所
　 ▽内　容

◆そ の 他

◆名　　称
◆所 在 地
◆募集区画

◆申請資格

◆使用料等
区　　分 永代使用料 管理料（年額）

◆申込期間

区画配置（区画番号）

Ⓐ墓域
Ⓑ墓域

（126区画）

（197区画）

広報とよおか　2011.4.255
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　市では、市民の皆さんに広く市政を知っていただき、理解を求めるとともに、一緒になってま
ちづくりを進めていくため、「豊岡市政出前講座」を開設しています。
　出前講座は、市民の皆さんが開催される勉強会などからの依頼により、市の職員が講師とし
て出向き、市が行っている事業や施策などをお話しさせていただく制度です。皆さん、ぜひ、利
用ください。

《問合せ》秘書広報課広報・交流係☎23-1111

豊岡市政出前講座のご案内

豊岡市政出前講座メニュー一覧表

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

◆利用できる方

◆利　用　期　限

◆講座メニュー
◆講　座　時　間

◆会　　　　場
◆費　　　　用
◆申　込　方　法
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●狂犬病の予防注射を受けましょう●
　市では、狂犬病予防法で犬の飼い主へ義務付け
られている狂犬病予防注射（集合注射）を、次のと
おり実施します。生後３カ月以上の犬は、毎年１
回、必ず狂犬病予防注射をする必要があります。

《問合せ》生活環境課環境衛生係☎23-5304

●●●　但　東　地　域　●●●
日程 実施場所 実施時間

高龍寺集会所

●●●　出　石　地　域　●●●
日程 実施場所 実施時間

犬のしつけをしっかりしましょう

■注意事項
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●●●　日　高　地　域　●●●
日程 実施場所 実施時間

●●●　竹　野　地　域　●●●
日程 実施場所 実施時間

●●●　城　崎　地　域　●●●
日程 実施場所 実施時間

犬の飼い主の皆さんへ

登録・届け出を忘れずに!!
■飼い犬の登録を

▽登録場所

▽登録手数料

■犬を飼えなくなったときは

▽手続き場所

▽手数料

■犬が死亡したときは

■犬の標識の掲示

よろ
しく
ね!
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　平成20年度から、自治体に対し寄付を行った場合、５千円を超える部分につい
て、個人住民税所得割額のおおむね１割を上限に所得税と合わせて全額税額控除
される「ふるさと納税」制度がスタートしました。
　市では、「コウノトリ豊岡寄付金」と名称を定め、コウノトリ野生復帰を核とし
た「人と自然が共生するまちづくり」への支援をお願いし、多くの皆さんからの寄
付を募っています。
　平成22年度の寄付金の受入状況と平成23年度の寄付金の活用方法についてお
知らせします。　　　　　　　　　　《問合せ》政策調整課政策調整係☎21-9022

　平成20年度から、自治体に対し寄付を行った場合、５千円を超える部分につい

豊岡を応援してください
コウノトリ豊岡寄付金（ふるさと納税）

平成23年度
コウノトリ豊岡寄付金
の主な活用方法

〈住所地別受入実績〉

平成22年度
寄付金受入実績

〈使途別受入実績〉

〈月別受入実績〉

豊岡市コウノトリ基金

まちの活性化の取組み

医療・介護の取組み

文化振興の取組み

豊岡を応援してください
コウノトリ豊岡寄付金（ふるさと納税）
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やってみよう！感じてみよう！歩キング！

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。歩キングに関連した健康
情報や取組みを１２回シリーズでお届けします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》豊岡市健康増進課☎24-1127

歩
ある

キングで健康づくり！①

◎毎週火曜日は歩キングデー
　「火」という字が、人の歩く姿に似ていることから、毎
週火曜日を「歩キングデー」と設定しました〔「とよおか
元気あっぷフェスタ」（平成21年７月５日開催）にて〕。

◎なぜ歩キングなの？
　平成19年に実施した市民アンケートの結果、「意識的に体を動かそうとしている人の割合」「運動習
慣者の割合」が少ないことが分かりました。また、ウォーキング（歩くこと）は、誰もが行っている動作
でありながら、正しく行うことで、多くの健康への効果を得ることができる運動です。そこで、市では
誰でも気軽に取り組みやすい「歩キング」を推進しています。

◎さぁ、みんなで歩キング!!
　運動習慣のきっかけづくりとして実際に歩キングコースのウォーキングを行います!! みんなでい
い汗をかきませんか？

～「歩キング」を知っていますか？～

☆歩キング○×クイズ☆
【問１】ウォーキングのとき、履物は何でもよい？
【解答】×
　安全に効果的なウォーキングを楽しむためには
シューズ選びも大切なポイントです。ウォーキング
シューズかジョギングシューズがおススメ。

日　　時：５月31日（火）午後１時30分～４時
集合時間：午後１時～１時30分
集合場所：城崎総合支所
内　　容：ウォーキングのポイントレッスン
　　　　　城崎歩キングコース（約４km）のウォーキング
持ち物等：動きやすい服装・シューズ
　　　　　水分補給のためのお茶または水など
定　　員：先着100人
申込期間：５月６日（金）～５月20日（金）
申　　込：健康増進課成人保健係☎24-1127
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老
齢
基
礎
年
金
額
は
、20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間（
4
8
0

月
）、す
べ
て
保
険
料
を
納
め
て
い

る
場
合
、年
額
78
万
8
9
0
0
円

（
月
額
6
万
5
7
4
2
円
）と
な
り

ま
す
。す
べ
て
保
険
料
を
納
め
て

い
る
場
合
と
は
、こ
の
40
年
間
が

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

を
納
付
し
た
期
間
や
、第
2
号
被

保
険
者
、お
よ
び

第
3
号
被
保
険
者

期
間
で
あ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、保
険
料
を

納
め
た
期
間
や
保
険
料
免
除
期
間

な
ど
が
、原
則
25
年
以
上
あ
る
と

65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
期
間
や
保
険
料
免
除
期
間
が

あ
る
と
、そ
の
期
間

に
応
じ
て
減
額
さ

れ
た
年
金
額
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
年
金
の
支
払
い
》2
月
・
4
月
・

6
月
・
8
月
・
10
月
・
12
月
の

年
6
回
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
前
2

カ
月
分（
例:

4
月
の
支
払
い
は

2
月
と
3
月
の
2
カ
月
分
）が

支
払
わ
れ
ま
す
。

①
付
加
保
険
料

　

定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
、付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
方
法
で
す
。

　

付
加
保
険
料
は
、月
額
4
0
0

円
で
す
。支
払
っ
た
付
加
保
険
料

総
額
の
半
分
が
、将
来
の
付
加
年

金
額（
年
額
）と
し
て
受
給
で
き
ま

す
。2
年
間
受
給
す
る
と
、支
払
っ

た
付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
額
が

同
額
に
な
る
た
め
、大
変
お
得
で

す
。

　

た
だ
し
、国
民
年
金
基
金
加
入

者
や
、免
除
・
猶
予
該
当
期
間
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

②
任
意
加
入

　

加
入
期
間
や
納
付
期
間
が
40
年

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
5
月
14
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
5
月
2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日

（
月
）・
23
日（
月
）・
30
日（
月
）は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

に
満
た
な
い
方
は
、任
意
加
入
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付

済
み
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、60

歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間

に
任
意
加
入
し
て
、満
額
の
年
金

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
老
齢
基
礎

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

た
だ
し
、厚
生
年
金
保
険（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
等
）、共
済
組
合（
公
務

員
等
）に
加
入
中
の
方（
第
2
被
保

険
者
）は
、任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

③
繰
り
下
げ
受
給

　

年
金
を
遅
ら
せ
て

受
け
取
る
、繰
り
下
げ
受
給
と
い

う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

本
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
請
求

年
齢
で
あ
る
65
歳
か
ら
年
金
を
受

け
ず
に
、66
歳
か
ら
70
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
申
し
出
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら

繰
り
下
げ
申
し
出
を
し
た
月
ま
で

の
月
数
に
応
じ
て
、加
算
さ
れ
た

年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
加
算
さ
れ
る
率
は
、1
月

あ
た
り
0
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、豊
岡
年
金
事
務
所
、市
民
課
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

の
国
民
年
金
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
よ
く
あ
る
質
問

Q　

受
け
取
れ
る
年
金
額
を
で

き
る
だ
け
増
や
し
た
い
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
?

A　

次
の
3
つ
の
方
法
に
よ
っ

て
、受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

<付加保険料と付加年金受給額>
 付加保険料　　　 ：月額400円

 付加年金の受給額（年額） ：200円×付加保険料納付月数
【例】付加保険料を10年納付した場合
　付加保険料納付額　　　　48,000円［400円×10年（120月）］
　付加年金の受給額（年額）　24,000円［200円×10年（120月）］
　※付加年金額は65歳から受給した場合の金額で、生涯受

給できます。
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■園庭開放・公開保育日程

園名 電話 園庭開放 公開保育
曜日 時間 開催日 時間 実施月 第１回

港保育園 28-2107 毎週月〜土曜日

９：30〜11：00
第２水曜日
（８月のみ第
３水曜日） 9：30〜11：00 ５月〜

平成24年２月

５月11日
城南保育園 22-3960

毎週水・金曜日
西保育園 23-0018
東保育園 23-3893

竹野保育園 47-0153
森本へき地保育園 48-0300
合橋認定こども園 54-0105

毎週月〜土曜日 ９：00〜11：00
第３火曜日 ５月17日

高橋認定こども園 55-0405 第３金曜日 ５月20日
資母認定こども園 56-0245 第３木曜日 ５月19日

豊陵保育園 23-2772 — — 第２水曜日 9：30〜11：00 ６、７、９月〜
平成24年２月 ６月８日

みえ保育園 24-0462 第２・第４月曜日 10：00〜15：00 — — — —毎週土曜日 ９：30〜15：00
チャイルドハウス保育園 29-3900 毎週土曜日 ９：30〜11：45

— — — —

城崎こども園 32-2269 毎週土曜日 ９：30〜14：00
こくふ保育園 42-1717

毎週水・金曜日

９：00〜11：30
八代保育園 42-1731 ９：30〜11：30
蓼川保育園 42-0169

９：00〜11：30
蓼川第二保育園 42-1122

静修保育園 42-1056
三方保育園 44-0610
清滝保育園 45-0450
西気保育園 45-0152
出石愛育園 52-2137 毎週月〜土曜日 ９：30〜11：30

第１・第３火・
金曜日 9：30〜11：30 ４月〜

平成24年３月
５月６日

（３回目）
小坂保育園 53-2700 — — — —

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
会
社
か

ら
出
た
ご
み
な
ど
、種
類
に
か
か

わ
ら
ず
、野
外
で
の
ご
み
焼
却
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
、ダ

イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
に

よ
る
大
気
汚
染
の
原

因
に
な
り
ま
す
。ま
た「
洗
濯
物
が

汚
れ
る
、臭
い
が
つ
く
」「
煙
で
気

分
が
悪
く
な
る
」「
道
路
の
視
界
が

悪
く
な
る
」な
ど
、近
所
に
迷
惑
を

掛
け
る
ば
か
り
で
な
く
、火
災
の

原
因
に
も
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　

法
律
に
違
反
し
て
野
外
焼
却

し
た
場
合
は
、5
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
1
千
万
円
以
下
の
罰
金

（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に
処
せ
ら

れ
ま
す（
法
人
の
場
合
は
、3
億
円

以
下
の
罰
金
）。
地
域
の
快
適
な

環
境
を
守
る
た
め
、ご
み
は
野
外

焼
却
せ
ず
、分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
か
、清
掃
セ
ン
タ
ー

に
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、焼
却
炉
で
ご
み
を
焼
却

す
る
場
合
は
、焼
却
炉
の
構
造
基

準
が
あ
り
、一
定
規
模
以
上
の
焼

却
炉
に
は
許
可
や
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

次
の
場
合
は
例
外
と
し
て
野
外

焼
却
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
、

タ
イ
ヤ
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
類
、

廃
油
を
燃
や
す
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、絶
対
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事（
門
松
や
し
め
縄
な
ど
を

焼
却
す
る
ど
ん
ど
焼
き
）

②
農
業
、林
業
、ま
た
は
漁
業
を

営
む
上
で
や
む
を
得
な
い
も
の

（
焼
畑
、あ
ぜ
焼
き
、枝
打
ち
し

た
枝
木
、漁
網
に
か
ら
ま
っ
た

海
草
な
ど
の
焼
却
）

③
た
き
火
、そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽

微
な
も
の（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
）

　

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
野
外

焼
却
で
も
、市
役
所
や
消
防
署
に

多
く
の
苦
情
が
入
り
ま
す
。近
所

の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
、

む
や
み
な
焼
却
は
避
け
、場
所
、時

間
、天
候
な
ど
を
十
分
考
慮
し
ま

し
ょ
う
。

 

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
①

　
　
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
犯
罪
で
す
!　

保育園・認定こども園の園庭開放・公開保育のお知らせ

厳
し
い
罰
則

野
外
焼
却
の
例
外

　下記の保育園・認定こども園では、在宅の親子を対象に園庭開放と公開保育
を行います。また、園庭開放では、親子で遊具で遊んだり、砂遊びなどをして楽
しい時間をお過ごしください。公開保育では、季節の行事なども取り入れて活
動します。「子育て相談コーナー」もありますので、気軽にお越しください。

▽対　象　在宅の０歳〜５歳の児童とその保護者

▽持ち物　上履き、帽子、着替え

▽その他　事前申込みは不要です。当日、各保育園に直接お越しください。
※駐車場の都合により、自転車または徒歩でお越しください。

《問合せ》各保育園・認定こども園またはこども育成課幼保支援係☎22-4452
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平
成
22
年
度〈
平
成
23
年
1
月
〜
3
月
〉

市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

　

観
光
客
の
誘
致
を
進
め
る
た
め

の
地
域
資
源
活
用
を
紹
介
し
ま
す
。

《
平
成
23
年
1
月
〜
3
月
取
組
み
》

《
概
要
》

■
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
検
討
会
の

開
催

　

昨
年
6
月
か
ら
4
回
に
わ
た
り
、

市
内
の
料
理
人
な
ど
6
人
が
、
豊

岡
ら
し
い
魅
力
の
あ
る
B
級
ご
当

地
グ
ル
メ
の
開
発
・
掘
り
起
こ
し

に
向
け
て
検
討
。「
素
材
そ
の
も
の

の
お
い
し
さ
が
す
ご
い
」、「
但
馬

牛
を
食
べ
ら
れ
る
場
所
が
な
い
」、

「
但
馬
牛
の
繁
殖
地
と
し
て
注
目

す
べ
き
は
母
牛
」、「
郷
土
料
理
な

ど
の
掘
り
起
こ
し
も
必
要
」、「
豊

岡
の
食
は
独
自
路
線
で
進
む
べ

き
」と
、
出
た
意
見
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
。

■
視
察
研
修
の
実
施

　

但
馬
牛
の
経
産
牛（
お
産
を
経

た
牛
）に
つ
い
て
、そ
の
ル
ー
ツ
、

歴
史
、価
値
な
ど
、知
見
を
深
め

る
研
修
会
を
実
施
。美
食
の
観
点

か
ら
だ
け
で
な
く
、「
健
康
」と
い

う
価
値
観
で
経
産
牛
を
評
価
し
よ

う
と
し
て
い
る
方
、「
本
場
」と
し

て
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
守
る
た
め
に
、

地
元
で
の
普
及
啓
発
に
力
を
入
れ

て
い
る
方
、生
産
者
に
も
お
金
が

ま
わ
る「
好よ

い
循
環
」を
守
る
た
め

に
頑
張
っ
て
い
る
方
た
ち
か
ら
学

び
ま
し
た
。

■
経
産
牛
の
料
理
試
食
会
開
催

　

研
修
を
踏
ま
え
、3
月
22
日
、全

日
本
司
厨
士
協
会
兵
庫
県
本
部

か
ら
シ
ェフ
を
招
き
、市
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

《
今
後
の
予
定
》

　

B
級
グ
ル
メ
路
線
か
ら
方
向
転

換
し
、
豊
岡
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー

の
あ
る
安
全
安
心
・
健
康
・
環
境

へ
も
貢
献
す
る
食
で「
食
の
都
づ

く
り
」に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

す
。
経
産
牛
の
ほ
か
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
や
ジ
ビ
エ
、
在
来
種

の
野
菜
な
ど
を
地
域
資
源
と
し
て

育
て
、
磨
く
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

▲試食会は大好評

経
済
成
長
戦
略
の
推
進

《
平
成
23
年
1
月
〜
3
月
取
組
み
》

　

昨
年
10
月
30
・
31
日
に
開
催
し

た「
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・

国
際
か
い
ぎ
」（
テ
ー
マ
…
野
生

復
帰
が
も
た
ら
す
も
の
〜
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
紡つ

む

ぐ
い
の
ち
・
地
域
・
経

済
・
文
化
〜
）に
お
い
て「
コ
ウ
ノ

ト
リ
宣
言
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
の
中
の
将
来
目
標
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
市
の
生

物
多
様
性
保
全
の
将
来
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

《
今
後
の
予
定
》

　

平
成
23
年
度
か
ら
2
カ
年
か
け

て
、市
民
と
連
携
し
な
が
ら「
豊
岡

市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
」を
策

定
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
の
取
組
み
を
核
に
、コ
ウ
ノ
ト

リ
の
定
着
に
向
け
た
地
域
づ
く
り

の
戦
略
を
通
し
て
地
域
全
体
の
生

物
多
様
性
を
見
つ
め
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、新
規
事
業
、拡
大
事
業

と
し
て
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

①
知
の
誘
引
事
業

　

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
豊

岡
の
価
値
を
高
め
る
た
め
、大
学

の
単
位
取
得
講
座
を
誘
引
す
る
仕

組
み
を
新
設
し
ま
す
。平
成
23
年

度
は
東
京
大
学
の
講
座
と
し
て
田

結
地
区
の
湿
地
を
中
心
に
フ
ィ
ー

ル
ド
演
習
を
行
い
ま
す
。

②
小
さ
な
市
民
活
動
支
援
助
成
事
業

　

地
域
の
生
物
多
様
性
保
全
に
目

を
向
け
た
市
民
活
動
を
後
押
し
す

る
仕
組
み（
助
成
制
度
）を
新
設
し
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み

に
関
わ
る
仲
間
を
増
や
し
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

「
生
き
も
の
応
援
デ
ー
」

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
を
新

た
に
設
定
し
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
大
勢
の
市
民
の
参
加
を
得
な

が
ら
、豊
岡
に
生
き
も
の
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

④
自
然
生
態
系
保
全
事
業

　

円
山
川
下
流
域
に
お
け
る
外
来

魚
駆
除
作
戦
や
、日
高
地
域
に
生

息
す
る
絶
滅
危
惧
種
ア
ベ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
活
動
を
強
化

し
ま
す
。

▲みんなで行動！生物多様性

《
平
成
23
年
1
月
〜
3
月
取
組
み
》

　

2
月
13
日
に
新
し
い
J
R
豊
岡

駅
舎
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

新
駅
舎
で
は
、改
札
は
2
階
と

な
り
、駅
東
西
連
絡
道
か
ら
も
出

入
り
が
で
き
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま

た
は
階
段
で
ホ
ー
ム
に
降
り
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
駅
舎
の
前
に
は
、豊
岡

こ
う
の
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
寄
贈
に
よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
時
計
も
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

▲新しいJR豊岡駅舎▲モニュメント時計

豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業

コ
ウ
ノ
ト
リ
施
策

（
生
物
多
様
性
関
連
事
業
）

の
推
進
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《
平
成
23
年
1
月
〜
3
月
取
組
み
》

■
事
業
の
進
捗
状
況

○
既
存
庁
舎
の
解
体
撤
去
工
事

　

東
庁
舎
、
南
庁
舎（
木
造
部
分
）、

消
防
会
館
な
ど
の
解
体
撤
去
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

○
新
庁
舎
建
設
工
事

　

2
月
8
日
に
入
札
を
執
行
し
、

3
月
議
会
で
議
決
を
経
た
後
、
3

月
24
日
に
次
の
と
お
り
工
事
請
負

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

・
豊
岡
市
新
庁
舎
建
築
工
事

　
〔
契
約
の
相
手
方
〕

　

熊
谷
組
・
谷
垣
工
業
・
共
栄
建

設
工
業
J
V（
共
同
企
業
体
）

・
豊
岡
市
新
庁
舎
電
気
設
備
工
事

　
〔
契
約
の
相
手
方
〕

　

九
電
工
・
白
菱
・
米
田
J
V

《
今
後
の
予
定
》

○
既
存
庁
舎
の
解
体
撤
去
工
事

　

北
庁
舎
、
南
庁
舎（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
部
分
）に
つ
い
て
は
、

新
庁
舎
完
成
後（
平
成
25
年
度
）に

解
体
す
る
予
定
で
す
。

○
新
庁
舎
建
設
工
事

　

4
月
20
日
に
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
主
に

杭く
い

工
事
・
基
礎
工
事
、
免
震
工
事

や
現
本
庁
舎
曳ひ

き

家や

工
事
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

・
豊
岡
市
新
庁
舎
機
械
設
備
工
事

　
　

4
月
中
に
入
札
を
執
行
し
、

議
会
の
議
決
を
経
た
後
、
工
事

請
負
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で

す
。

《
平
成
23
年
1
月
〜
3
月
取
組
み
》

■
職
員
研
修
の
取
組
み

　

平
成
22
年
度
は
、
職
員
の
災
害

対
応
能
力
を
高
め
る
た
め
、
係
長

級
以
上
の
職
員
を
対
象
と
し
て
防

災
研
修
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

1
月
〜
3
月
は
、
机
上
訓
練
を

含
め
て
3
回
の
職
員
研
修
を
行
い

ま
し
た
が
、
最
終
回
は
、
関
西
大

学
社
会
安
全
学
部
長
・
教
授
の
河

田
惠
昭
さ
ん
、
N
H
K
解
説
副
委

員
長
の
山
崎　

登
さ
ん
、
国
土
交

通
省
近
畿
地
方
整
備
局
長
の
上か

ず
さ総

周
平
さ
ん
な
ど
を
招
き
、
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル
で
、市
民
参
加
に
よ
る「
と

よ
お
か
環
境
・
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
開
催
し
て
1
年
間
の
研
修

の
締
め
く
く
り
と
し
ま
し
た
。

○
1
月
28
日
…
水
害
時
の
体
制

○
2
月
10
日
…
机
上
訓
練

○
2
月
20
日
…
と
よ
お
か
環
境
・

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム（
市
民
参
加
）

■
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

国
土
交
通
省
と
N
P
O
法
人

環
境
防
災
機
構
の
協
力
を
得
て
、

平
成
22
年
11
月
か
ら
3
回
に
わ

た
っ
て
高
屋
地
区
で
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
1
回
目（
11
月
14
日
）

　
　

市
政
出
前
講
座
を
実
施
。
本

市
に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク
と
自

主
防
災
の
必
要
性
に
つ
い
て
市

職
員
が
講
義

○
2
回
目（
12
月
23
日
）

　
　

区
内
を
歩
い
て
危
険
箇
所
を

点
検
し
地
図
に
落
と
す
。

○
3
回
目（
1
月
29
日
）

　
　

適
切
な
避
難
経
路
と
避
難
行

動
を
参
加
者
で
議
論
し
、
最
終

的
に
高
屋
区
独
自
の
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成

　

区
単
位
で
作
成
す
る
防
災
マ
ッ

プ
は
、
作
成
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
さ
れ
る
こ
と
で
、
危
険
箇

所
や
緊
急
時
の
避
難
行
動
を
参
加

者
で
共
通
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

市
は
、
引
続
き
各
区
の
防
災

マ
ッ
プ
作
り
を
支
援
し
ま
す
。

▲市役所新庁舎の模型（豊岡市民プラザに展示）

▲議場イメージ図

▲防災ワークショップの様子

■
市

　

・
地
盤
改
良
工
事
完
成

　

・
駅
前
広
場
整
備
工
事（
そ
の

1
）発
注

■
J
R

　

・
新
豊
岡
駅
舎
完
成

　

・
旧
駅
舎
解
体
工
事
完
了

《
平
成
23
年
4
月
〜
6
月
の
予
定
》

■
市

　

・
駅
前
広
場
整
備
工
事（
そ
の

1
）…
4
月
着
工

　

・
駅
前
広
場
整
備
工
事（
そ
の

2
）…
6
月
発
注

　

※
駅
前
広
場
整
備
工
事
の
着
工

に
伴
い
、
4
月
1
日
か
ら
駅

前
広
場
内
へ
の
車
の
進
入
が

で
き
ま
せ
ん
。
工
事
期
間
中

は
、
駅
前
駐
車
場（
30
分
未

満
の
利
用
は
無
料
）を
利
用

く
だ
さ
い
。

　

※
新
し
い
豊
岡
駅
前
広
場
は
、

本
年
度
末
に
完
成
予
定

▲駅前広場整備工事着手

新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

防
災
の
取
組
み



【
3
月
】

11
日　

被
災
地
へ
緊
急
消
防
援
助

隊
出
発

　
　
　
（
14
・
18
・
22
・
26
・
30
日
、

4
月
3
・
7
・
11
・
15
日
）

14
日
・
被
災
地
支
援
検
討
会
議

（
15
・
16
・
17
・
18
・
22
・

28
日
、
4
月
12
日
）

　
　

・
被
災
地
支
援
隊
出
発（
17
・

18
・
21
・
22
日
、4
月
8
・

11
・
15
日
）

16
日　

被
災
地
へ
物
資
輸
送
隊
出

発（
19
・
24
・
27
日
）

30
日　

鳥
居
橋
完
成
式

【
4
月
】

1
日　

こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
　

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
記
念

　
　
　

点
灯
式

2
日
・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
市

内
周
遊
バ
ス
運
行
開
始
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
　

・「
出
石
鶴
山
史
跡
の
散
歩

道
」完
成
式

6
日　

今
季
初
の
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
ヒ
ナ
3
羽
確
認

11
日
・
出
石
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

竣
工
記
念
式

　
　

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
カ

月
追
悼
行
事

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
対
し
、
迅
速
な
被
災
地

支
援
を
行
う
た
め
、
14
日
に
被
災

地
支
援
検
討
会
議
を
開
催
し
ま
し

た（
4
月
15
日
現
在
8
回
開
催
）。

　

こ
の
会
議
で
の
協
議
を
受
け
、

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
や
物
資
支

援
な
ど
、
市
独
自
の
支
援
対
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
か
ら
は
、
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
3
月
11
日
か
ら
捜

索
活
動
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

■
4
月
15
日
現
在
の
支
援
の
状
況

○
支
援
先

・
岩
手
県
宮
古
市
、
陸
前
高
田
市

・
宮
城
県
大
崎
市
、
美
里
町
、
南

　

三
陸
町
、
山
元
町

・
福
島
県
相
馬
市

・
茨
城
県
笠
間
市

・
新
潟
県
三
条
市

○
人
的
支
援
…
延
べ
7
0
0
人

　

廃
棄
物
処
理
支
援
、
給
水
支
援
、

　

物
資
仕
分
・
搬
送
支
援
、
保
健

　

衛
生
支
援
、
緊
急
消
防
援
助
隊

○
そ
の
他

　

義
援
金
の
募
集
や
市
営
住
宅
な

　

ど
へ
の
被
災
者
の
受
入
支
援

■
主
な
物
的
支
援
…
市
民
や
団
体
、

企
業
な
ど
か
ら
義
援
金
や
物
資
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
燃
料（
軽
油
、
灯
油
）

・
食
料（
缶
詰
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
、

米
、カ
ッ
プ
麺
、パ
ン
、
粉
ミ
ル

ク
、
離
乳
食
な
ど
）

・
衛
生
用
品
な
ど（
紙
お
む
つ
、

生
理
用
品
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

消
毒
液
、マ
ス
ク
、
歯
ブ
ラ
シ
、

タ
オ
ル
な
ど
）

・
そ
の
他（
ス
ト
ー
ブ
、
自
転
車
、

ラ
ン
ド
セ
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
、
手
提
げ
か
ば
ん
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、ポ
リ
タ

ン
ク
、
軍
手
、
雨
具
、
乾
電
池
、

哺
乳
瓶
な
ど
）

■
当
面
の
支
援　

緊
急
消
防
援
助

隊
の
ほ
か
、
次
の
支
援
を
継
続

・
県（
関
西
広
域
連
合
）
要
請
に

よ
る
南
三
陸
町
へ
の
支
援

・
日
本
水
道
協
会
兵
庫
県
支
部
要

請
に
よ
る
陸
前
高
田
市
へ
の
給

水
支
援

　

3
月
30
日
、
円
山
川
激
甚
災
害

対
策
特
別
緊
急
事
業
に
併
せ
、平
成

17
年
度
か
ら
着
工
し
て
い
た「
鳥

居
橋
」の
完
成
式（
国
道
4
8
2
号

鳥
居
橋
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
式
に
は
、
関
係
機
関
や
地

元
住
民
な
ど
約
1
5
0
人
が
参
加

し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
子
ど

も
だ
ん
じ
り
、
三
世
代
家
族
な
ど

の
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

橋
の
完
成
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
や
地
域
経
済
・
文

化
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〜
安
全
・
安
心
・
利
便
性
の
確
保
〜

地
域
住
民
念
願
の「
鳥
居
橋
」が
完
成

〜
必
要
な
支
援
を
早
く
、息
長
く
〜

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
支
援

▲親鳥の足元から顔をのぞかせたヒナ
▲完成した鳥居橋

　

4
月
6
日
、
市
立
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ

の
戸
島
湿
地
内
の
人
工
巣
塔
で
、

今
季
第
1
号
の
コ
ウ
ノ
ト
ト
リ
の

ヒ
ナ
の
ふ
化
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ペ
ア（
オ

ス
J
0
3
9
1
、
メ
ス
J
0
2
9 

4
）は
、
平
成
20
年
以
降
、
毎
年

同
地
で
営
巣
し
、
こ
れ
ま
で
に
7

羽
の
幼
鳥
を
巣
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ

ッ
ト
と
市
の
職
員
が
巣
塔
の
裏
山

に
登
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
コ
ー
プ

で
観
察
し
て
、
3
羽
の
ヒ
ナ
を
確

認
し
ま
し
た
。（
そ
の
後
2
羽
に
）

　

ま
た
、
百ゆ

合る

地じ

人
工
巣
塔
、
野の

上じ
ょ
う

人
工
巣
塔
な
ど
で
も
産
卵
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

吉
報
が
期
待
で
き
ま
す
。

〜
届
け
、い
の
ち
の
産
声
〜

今
年
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
ヒ
ナ
誕
生
！
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大
変
な
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
大
地
震
で
た
く
さ
ん
の
も

の
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
4
月

上
旬
時
点
で
、
死
者
・
行
方
不
明

者
の
数
が
2
万
8
千
を
超
え
る
と

の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

変
な
数
字
で
す
。
数
字
は
決
定
的

に
重
要
で
す
。
不
幸
は
少
な
い
ほ

う
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
何
人
亡
く
な
ら
れ
た
か
、

逆
に
言
う
と
何
人
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
が
、
そ
の
地
域
の

再
び
立
ち
上
が
る
力
を
大
き
く
左

右
し
ま
す
。
厳
し
い
現
実
で
す
。

　

し
か
し
、
実
は
、
2
万
8
千
の

死
・
行
方
不
明
と
い
う
も
の
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
存
在
す
る
の
は
、

2
万
8
千
人
の
、
一
人
ひ
と
り
の

死
、
一
人
ひ
と
り
の
行
方
不
明
で

す
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
に
大
切
な

命
が
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
夢

が
あ
り
、
愛
す
る
家
族
や
恋
人
が

い
た
は
ず
で
す
。
そ
の
一
人
ひ
と

り
の
命
が
失
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り

の
安
否
が
不
明
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

残
さ
れ
た
方
一
人
ひ
と
り
の
悲
し

み
と
苦
し
み
が
あ
る
、
そ
の
こ
と

に
思
い
を
は
せ
て
初
め
て
、
私
た

ち
は
2
万
8
千
と
い
う
数
字
の
恐

ろ
し
さ
を
実
感
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

失
わ
れ
た
も
う
一
つ
の
大
切
な

も
の
。そ
れ
は
、人
々
の
日
常
、
見

慣
れ
た
風
景
で
す
。
朝
起
き
て
家

族
で「
お
は
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
、

朝
ご
は
ん
を
食
べ
、「
行
っ
て
き
ま

す
」と
言
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
家
を
出

る
。
夕
方
に
な
っ
て「
た
だ
い
ま
」

と
言
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
夕
食
を

食
べ
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
た
わ

い
も
な
い
話
を
し
て
、「
お
や
す

み
」と
言
っ
て
眠
る
。
そ
の
何
の

変
哲
も
な
い
平
凡
な
日
常
が
失
わ

れ
た
時
、
人
々
が
ど
れ
く
ら
い
苦

し
む
か
、
台
風
23
号
を
経
験
し
た

私
た
ち
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
底
の
中
か
ら
、
被
災
地

の
人
々
の「
失
わ
れ
た
大
切
な
も

の
を
取
り
戻
す
」果
て
し
な
い
作

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
豊
岡

は
、
息
の
長

い
、
心
の
こ

も
っ
た
支
援

を
市
民
の
皆

様
と
力
を
合

わ
せ
て
続
け

て
ま
い
り
ま

す
。

失
わ
れ
た
も
の

42

　

4
月
1
日
、
こ
う
の
と
り
ス
タ

ジ
ア
ム
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修

を
記
念
し
、
点
灯
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
市
民
の
利

用
だ
け
で
な
く
、
但
馬
唯
一
の
兵

庫
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
公

認
球
場
と
し
て
公
式
大
会
や

関
西
独
立
リ
ー
グ
な
ど
の
大

会
が
開
催
さ
れ
る
但
馬
地
域

の
中
心
的
な
野
球
場
で
す
。

　

改
修
で
は
、
手
書
き
の
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
を
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
考
え
た
3
色
Ｌエ

ル

Ｅイ
ー

Ｄデ
ィ
ー

の
表
示

ユ
ニ
ッ
ト
に
取
り
替
え
、
画
像
を

表
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
球
場
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
選
手
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　

市
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
の
写
真
を
素
材
と
し
て
自

由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
Ｗウ

Ｅェ

Ｂブ

サ
イ
ト「
豊
岡
市
フ
ォ
ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」（
1
0
0
6
枚
登
録
）

を
開
設
し
ま
し
た
。

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

　

http://w
w
w
5.city.
toyooka.lg.jp

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
雑

誌
編
集
者
や
ブ
ロ
ガ
ー
な
ど
の
皆

さ
ん
に
写
真
を
使
っ

て
い
た
だ
き
、
全
国

へ
の
豊
岡
の
魅
力
発

信
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

目
的
の
写
真
が
、

ジ
ャ
ン
ル
や
キ
ー
ワ

ー
ド
で
検
索
で
き
、

人
気
の
あ
る
写
真
や

最
近
登
録
さ
れ
た
写

真
が
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
表
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

改
修
記
念
点
灯
式
開
催

〜
お
気
に
入
り
の
写
真
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
〜

豊
岡
市
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
開
設
！

▲ピッチャー｢玄さん｣バ
ッター中川副市長

　

4
月
11
日
、出
石
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー（
市
立
出
石
隣
保
館
）の
改
修

が
終
わ
り
、竣
工
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
し

た
。こ
れ

に
よ
り
、

よ
り
快

適
な
集

い
・
交

流
空
間

が
整
備

で
き
ま

し
た
。

出
石
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

改
修
竣
工
記
念
式
開
催
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第
９
回「
城
崎
温
泉
流
し
び
な
」

思
い
思
い
の
願
い
を
込
め
て

城 崎城 崎

竹
野
海
岸
周
遊
バ
ス
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を

肌
で
感
じ
よ
う
‼

竹 野竹 野

1
0
0
円
商
店
街
＆
軽か

ろ

よ
ん
市

1
0
0
円
商
店
街
へ
よ
う
こ
そ
！

お
気
に
入
り
の
商
品
は
見
つ
か
っ
た
か
な

豊 岡豊 岡

▲願いを書いた短冊を添えた流しびなを流す親子

　

3
月
27
日
、
商
店
街
全
体
を
1
つ
の
1
0
0
円
シ

ョッ
プ
に
見
立
て
た「
1
0
0
円
商
店
街
」が
、宵
田
商

店
街（
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
）で
初
め
て
開
か
れ
ま
し

た
。毎
月
第
4
日
曜
日
に
開
催
の「
軽
よ
ん
市
」と
同
時

開
催
し
、
久
々
の
好
天
に
恵
ま
れ
歩
行
者
天
国
と
な

っ
た
通
り
は
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
店
舗
も
合
わ
せ
約
40
店
が

立
ち
並
び
、
真
珠
の
し
お
り
や
お
み
く
じ
た
こ
や
き

な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
1
0
0
円
商
品
や
、
リ
ク
エ
ス

ト
し
た
曲
を
生
演
奏
し
て
も
ら
え
る「
1
0
0
円
生

ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
」が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
売
上
金
の
一
部
は
、
東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
と
し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

　

4
月
3
日
、
第
9
回「
城
崎
温
泉
流
し
び
な
」（
豊

岡
市
商
工
会
城
崎
支
所
主
催
）が
、
城
崎
温
泉
街
の

大お
お

谿た
に

川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
流
し
び
な
」は
、
親
な
ど
が
わ
が
子
の
幸
福
と
健

や
か
な
成
長
を
祈
り
、
子
ど
も
の
分
身
と
し
て
お
ひ

な
様
に
け
が
れ
を
託
し
、
川
に
流
す
こ
と
で
子
ど
も

を
災
難
か
ら
守
る
、
日
本
の
古
い
風
習
で
す
。

　

参
加
者
は
、願
い
を
書
い
た
短
冊
を
流
し
び
な
に
添

え
て
川
に
流
し
ま
し
た
。中
に
は
、東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
願
う
短
冊
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
畑
村
美
和
さ
ん（
城
崎
町
桃
島
）は「
2

人
の
娘
が
女
の
子
ら
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を

込
め
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
2
日
、
竹
野
海
岸
周
遊
バ
ス
が
運
行
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
4
月
か
ら
6
月
の
3
カ
月
間

実
施
さ
れ
る「
城
崎
温
泉
･
天
橋
立
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
期
間
中
に
、
市
内
で
取
り
組
む
誘
客
促
進
事
業
の

一
環
で
、「
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で
巡
る　

コ
ウ
ノ
ト
リ

周
遊
バ
ス
」と
の
2
系
統
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
前
の
出
発
式
で
は
、
11
人
の
参

加
者
が
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
さ
ん
」ら
に
見
送
ら
れ
、

湯
け
む
り
太
鼓
の
演
奏
で
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

猫
崎
半
島
で
は
、
バ
ス
か
ら
降
り
て
海
岸
線
を
歩

き
、ま
た
車
中
か
ら
は
、淀
の
洞
門
や
は
さ
か
り
岩
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
観
光
で
訪
れ
て
乗
車
し
て
い

た
廣
田
江
利
子
さ
ん（
尼
崎
市
）は「
す
ご
い
迫
力
で

感
動
し
ま
し
た
」と
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

▲多くの家族連れなどでにぎわう100円商店街と軽よん市

▲世界ジオパークに認定された山陰海岸は大迫力。
参加者らはゾウや木の化石に興味津々
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豊
岡
市
初
の
認
定
こ
ど
も
園　

入
園
式

初
め
て
の
お
友
達
も

今
日
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
！

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲子どもたちは、ラクダの遊具登場に大喜び

　

3
月
31
日
、
外
遊
び
乳
幼
児
用
遊
具
の
完
成
を
祝

う「
そ
と
あ
そ
び
広
場
」を
日
高
町
民
公
園（
日
高
町

国
分
寺
）で
開
催
し
、
親
子
54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
、子
ど
も
た
ち
は
、除
幕
式
が
終
わ
る
の
を
待

ち
か
ね
た
よ
う
に
遊
具「
お
昼
寝
ラ
ク
ダ
」に
駆
け
寄

り
、
大
喜
び
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
同
園
に
は
、
こ

れ
ま
で
大
き
な
子
ど
も
用
の
遊
具
し
か
な
く
、
お
母

さ
ん
た
ち
も「
小
さ
い
子
ど
も
が
安
心
し
て
使
え
る

か
わ
い
い
遊
具
が
で
き
た
」と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

乳
幼
児
用
遊
具
は
、
総
合
体
育
館
と
竹
野
子
育
て

セ
ン
タ
ー
の
芝
生
広
場
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
外
遊
び
を
い
っ
ぱ
い
し
て
、
大
き

く
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲「チューリップ」を元気に歌う園児たち。来週はチュー
リップまつりに行くよ‼

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
城
崎
地
域
と
但
東
地
域
で

認
定
こ
ど
も
園
を
開
園
し
、
4
月
9
日
に
城
崎
こ
ど

も
園
、
11
日
に
合
橋
・
高
橋
・
資
母
認
定
こ
ど
も
園

で
開
園
式
と
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
橋
認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
式
で
は
、
4
歳
児
12

人
、
5
歳
児
16
人
が
、
家
族
が
見
守
る
中
、
少
し
緊

張
し
た
表
情
で
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

式
で
、
園
長
が「
あ
い
さ
つ
を
大
き
な
声
で
し
ま

し
ょ
う
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
ま
し
ょ
う
、
自

分
の
思
い
を
は
っ
き
り
言
い
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛

け
る
と
、
園
児
た
ち
は
一
つ
一
つ
の
話
に
大
き
な
声

で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」を
歌
い
ま
し
た
。

「
出
石
鶴
山
史
跡
の
散
歩
道
」完
成

舞
い
戻
れ
、コ
ウ
ノ
ト
リ
！

出 石出 石
　

4
月
2
日
、
県
事
業
で
整
備
さ
れ
た「
鶴
山
」（
出

石
町
細
見
、
福
住
）で
地
元
住
民
な
ど
約
1
5
0
人

が
参
加
し
、
完
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鶴

山
は
、
山
自
体
が
天
然
記
念
物（
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁

殖
地
）に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
事

業
で
、
荒
廃
し
た
森
林
が
手
入
れ
さ
れ
、
遊
歩
道
、

案
内
板
、
展
望
デ
ッ
キ
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
早
速
、
遊
歩
道
を
散
策
す
る
な
ど
し
、

ま
た
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
を
願
い
、
福
住
小
学
校

の
児
童
ら
が
松
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
を
開
催
し
た
鶴
山
史
跡
保
存
会
会
長
の
柳
原

正
伸
さ
ん
は「
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
あ
る
鶴
山
に
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
舞
い
戻
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

▲展望デッキで鶴山の歴史を聞く参加者

乳
幼
児
用
遊
具
完
成
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
た
ち
は

外
遊
び
が
大
好
き
‼
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ご
み
が
な
い
き
れ
い
な
砂
浜
と

美
し
い
水
。
そ
こ
で
は「
竹
野
海

岸
を
美
し
く
す
る
会
」や「
竹
野
海

岸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」の
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
竹
野
浜
を
守
り
た
い

　
「
以
前
、
お
客
様
か
ら﹃
竹
野
浜

は
本
当
に
き
れ
い
で
す
ね
﹄と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日

ご
ろ
の
清
掃
活
動
が
評
価
さ
れ
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」と

話
す
の
は
、「
竹
野
海
岸
を
美
し
く

す
る
会
」で
日
々
清
掃
活
動
に
取

り
組
む
竹
森
明
光
さ
ん
。

　

実
際
に
は
、
竹
野
浜
に
も
他
の

海
岸
と
同
様
に
ご
み
が
流
れ
着
い

て
い
ま
す
。
流
れ
着
く
ご
み
は
、

日
本
海
の
対
馬
暖
流
に
乗
っ
て
流

さ
れ
、
北
風
に
よ
り
海
岸
に
打
ち

寄
せ
ら
れ
た
も
の
。
ご
み
の
量

は
季
節
風
が
吹
く
冬
が
一
番
多
く
、

ご
み
が
漂
着
す
る
場
所
は
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

主
な
ご
み
は
、
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
歯
ブ
ラ
シ
や
ラ
イ
タ
ー

な
ど
。
ご
み
の
お
よ
そ
3
分
の
2

は
海
外
の
も
の
で
、
中
国
や
韓
国

の
漁
業
用
具
や
木
材
が
流
れ
て
く

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
私
た

ち
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
海
外
か
ら

の
ご
み
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ご
み
を
見
て
い
る
と
各
国
の

経
済
状
況
が
分
か

り
ま
す
」と
竹
森

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

竹
森
さ
ん
が
子

ど
も
の
こ
ろ
に

流
れ
着
い
た
物
の

多
く
は
木
や
枝
で
、

み
ん
な
が
競
っ
て
拾
い
、
風
呂
た

き
に
利
用
し
た
そ
う
で
す
。
当
時

は
、
木
や
枝
は
ご
み
で
は
な
く
資

源
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
木

材
は
ご
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。「
物

の
価
値
は
そ
れ
が
利
用
で
き
る

か
ど
う
か
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

漂
着
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど

を
再
生
、
再
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム

が
で
き
れ
ば
、
み
ん
な
の
意
識
が

変
わ
り
、
ご
み
が
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
」と
竹
森
さ
ん
は
期
待
を

込
め
ま
す
。

環
境
へ
の
意
識
は
経
験
か
ら

　
「
竹
野
海
岸
を
美
し
く
す
る
会
」

で
は
、
晴
れ
た
日
に
は
海
岸
の
ご

み
拾
い
や
緑
地
の
草
刈
り
、
植
栽

の
剪せ

ん

定て
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

バ
イ
ク
の
愛
好
家
や
韓
国
の
大
学

生
と
の
ご
み
拾
い
イ
ベ
ン
ト
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
4
月
に
設

立
し
た「
竹
野
海
岸
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
」で
は
、
4
、
5
、
6
、

7
、
9
、
10
、
11
、
3
月
の
第
2

土
曜
日
に
海
岸
清
掃
を
実
施
し
て

い
ま
す
。「﹃
ご
み
を
捨
て
る
な
﹄

と
言
う
だ
け
で
は
人
の
意
識
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ご
み
拾
い

を
経
験
し
た
人
は
、
ご
み
を
捨
て

な
く
な
る
は
ず
で
す
。
こ
の
ク
ラ

ブ
の
前
年
度
会
員
は
約
60
人
。
1

年
ご
と
に
会
員
を
更
新
す
る
の
で
、

何
年
か
経
つ
と
環
境
へ
の
意
識
が

高
い
人
が
何
百
人
も
い
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
会
員
を
半
分
に
分
け

て
1
月
当
た
り
2
回
活
動
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
」と
、
目
標

を
語
る
竹
森
さ
ん
。

　
「
私
た
ち
が
日
常
の
清
掃
を
し

て
い
て
も
、
手
伝
お
う
と
す
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

1
人
で
は
難
し
く
て
も
、
集
ま
れ

ば
や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
昨
年

は
中
学
･
高
校
生
が
活
動
に
参
加

し
て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」と
ほ
ほ
笑
む
竹
森
さ
ん
。
清

掃
活
動
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
の「
快
水
浴
場
百
選
」や「
日
本
の
渚
百
選
」に
選

ば
れ
た
竹
野
浜
。そ
の
美
し
さ
を
保
つ
た
め
、清
掃
活
動
を

行
う
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

竹
森
明あ
け

光み

さ
ん（
59
歳
）竹
野
町
竹
野

美
し
い
竹
野
海
岸
の
自
然
を
愛
す
る
元
気
人

▲魚の写真を撮るのが趣味の竹
森さん。平成23年度のボラン
ティアクラブ会員募集中!

　☎47-1080

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

海岸に流れ着いたごみ

美しい竹野海岸をバックに笑顔の竹森さん竹野海岸ボランティアクラブによる清掃活動

広報とよおか　2011.4.25 20



　

山
の
上
に
あ
る
幼
稚
園
は
、
緑

の
自
然
に
囲
ま
れ
、
桜
の
花
も
満

開
で
す
。
隣
に
は
、
五
荘
小
学
校

が
あ
り
、
年
の
近
い
お
兄
ち
ゃ
ん
、

お
姉
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

4
月
12
日
、
こ
の
日
か
ら
園
で

の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

名
物
の
五
荘
坂

　

園
舎
に
行
く
た
め
に
は
、
名
物

の
長
い
坂
を
登
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
坂
を
登
り
き
っ
た

園
児
は「
す

ご
い
、
坂

を
登
れ
た
あ

!
」と
喜
び
、

他
の
園
児
た

ち
も
歓
声
を

上
げ
て
い
ま

し
た
。

覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
!

　

園
に
着
い
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
各

組
の
教
室
へ
。
ま
ず
、
自
分
の
リ

ュ
ッ
ク
や
帽
子
を
ロ
ッ
カ
ー
に
掛

け
ま
す
。
掛
け
終
え
た
園
児
は
絵

本
を
読
み
な

が
ら
静
か
に

他
の
園
児
を

待
ち
ま
す
。

　

先
生
の「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」の
あ
い
さ
つ
で

1
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
生
か
ら
タ
オ
ル

を
掛
け
る
場
所
、

歯
ブ
ラ
シ
・
コ

ッ
プ
の
置
き
場

所
、
椅
子
の
座

り
方
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
明
日

か
ら
ち
ゃ
ん

と
で
き
る
か
な
。

園
内
探
検

　
「
園
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
」、「
ど
こ
に
何
が
あ
る
ん

だ
ろ
う
？
」。
こ
れ
ら
の
疑
問
を

解
決
す
る
た

め
、
各
組
で

園
内
の
探
検

に
向
か
い
ま

す
。
電
車
の

よ
う
に
1
列
に

並
ん
で
仲
良
く
探
検
。

園
庭
遊
び

　

こ
の
日
は
、
と
て
も
良
い
天
気
。

次
は
園
児
た
ち
の
大
好
き
な
園
庭

遊
び
で
す
。

　

最
初
に
先
生
と
遊
具
の
使
い
方

に
つ
い
て
約
束
を
し
ま
し
た
。

　

真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
た
園
児

は
、
先
生
の「
動
い
て
い
る
ブ
ラ

ン
コ
の
後
ろ
は
通
っ
て
い
い
の
か

な
?
」の
問
い
に「
通
っ
て
は
い
け

ま
せ
〜
ん
」と
元
気
良
く
回
答
し

ま
す
。

　

遊
具
で
遊
び
た
く

て
う
ず
う
ず
し
て
い

た
園
児
た
ち

は
、
先
生
の

「
さ
あ
、
遊

ぼ
う
ね
！
」の

声
で
興
味
の
あ
る
遊

具
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
。

先
生
と
の
約
束
を
守
り
な

が
ら
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

音
楽
と
踊
り
で
目
の
前
に
広
が
る
自
然
!?

『
ブ
ル
ー
シ
ェ
ル
』（
出
石
）

　

常
夏
を
思
わ
せ
る
ゆ
っ
た
り
と

し
た
音
楽
に
耳
を
傾
け
る
と
、
そ

こ
に
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
に
魅
了
さ

れ
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
ブ

ル
ー
シ
ェ
ル
」の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
設
立
し
た
ブ
ル
ー

シ
ェ
ル
は
、
会
員
13
人
で
構
成
さ

れ
、
毎
月
2
回（
第
1
・
第
3
木

曜
日
）、
午
後
8
時
か
ら
福
住
地

区
公
民
館
で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
純

粋
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

代
表
を
務
め
る
宮
嶌
則
子
さ
ん

は「
公
民
館
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

を
き
っ
か
け
に
、
定
期
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
言
い
、

会
員
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
表
現
に
は
手
話

の
ご
と
く
す
べ
て
に
意
味
が
あ
り

ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
た
手
の
振

り
は
、
感
情
や
自
然（
波
、
花
、
風
、

ヤ
シ
の
木
、
私
、
あ
な
た
な
ど
）

を
も
表
現
し
て
い
て
、
耳（
音
楽
）

と
目（
振
り
）で
そ
こ
に
あ
る
情
景

を
つ
か
み
取
れ
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
基
本
的
な
曲
は
み

ん
な
が
踊
れ
る
よ
う
に
し
、
そ
の

上
で
難
し
い
振
り
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
練
習
時
に
は
必
ず
フ
ラ

ダ
ン
ス
用
の
ス
カ
ー
ト
を
ま
と
い
、

時
に
は
、
首
か
ら
レ
イ
を
下
げ
、

本
番
さ
な
が
ら
に
…
。

　

練
習
の
成
果
は
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
や
文
化
祭
で
披
露
す
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
催
し
に
声
が

掛
か
っ
た
り
と
、
観
客
と
共
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
腕
、
足
、
腰

を
常
に
動
か
し
て
い
る
た
め
、「
健

康
に
良
さ
そ
う
」と
入
会
を
希
望

す
る
方
も
い
る
と
か
…
。

　

入
会
希
望
は
、
福
住
地
区
公
民

館（
☎
52
－
4
0
1
2
）ま
で
。

　

今
日
も
波
打
つ
浜
辺
で
ヤ
シ
の

木
が
風
に
そ
よ
い
で
い
ま
す
。

五
荘
幼
稚
園
（
豊
岡
）

〈
園
児
95
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑯

▲情景が醸し出されるよう！
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
25

　

未
公
開
株
や
社
債
の
怪
し
い
も
う
け
話
に
注
意
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世
界
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使

用
者
の
眼
の
健
康
を
見
つ
め
、
他

社
に
は
な
い
製
品
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
ケ
ア
用
品
製
造
・
販
売
の
株
式

会
社
オ
フ
テ
ク
ス
で
す
。

　

昭
和
63
年
に
第
一
工
場
が
完
成

し
て
以
来
、
豊
岡
中
核
工
業
団
地

に
あ
る
豊
岡
工
場
は
国
内
唯
一
の

生
産
拠
点
と
し
て
、
国
際
基
準
の

品
質
で
標
準
的
な
素
材
の
レ
ン
ズ

か
ら
新
素
材
の
レ
ン
ズ
ま
で
、
す

べ
て
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
対

応
で
き
る
製
品
を
製
造
し
て
い
ま

す
。

　

製
品
の
安
全
性
や
利
便
性
の
向

上
を
求
め
て
日
々
研
究
を
進
め
る

オ
フ
テ
ク
ス
に
は
＂
世
界
初
＂
の

製
品
が
多
数
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
、
う
が
い
薬
や
外
科
手
術
に
も

用
い
ら
れ
る﹃
ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド
﹄

を
利
用
し
た
、
世
界
初
と
な
る
ヨ

ウ
素
タ
イ
プ
の
ソ
フ
ト
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
用
の
洗
浄
剤
を
開
発
し

ま
し
た
。
こ
の
洗
浄
剤
は
、
煮
沸

に
匹
敵
す
る
消
毒
効
果
を
持
ち
、

コ
ン
タ
ク
ト
使
用
者
に
増
加
し
て

い
る
眼
感
染
症
の
原
因
菌
に
高
い

消
毒
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
フ
テ
ク
ス
で
は
、
消

費
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
豊
岡
工
場
に
設
置
さ

れ
た﹃
お
客
様
相
談
室
﹄で
は
、
製

品
利
用
者
に
対
し
て
万
全
の
体
制

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
9
月
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
直
販
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
、
店

頭
で
手
に
入
り
に
く
い
商
品
も
手

軽
に
購
入

で
き
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

　

豊
岡
市

内
で
製
造

さ
れ
る
高

品
質
な
コ

ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
ケ
ア
用
品
を
一
度
使
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご  

覧
く
だ
さ
い
。

　

http

：//w
w

w
.ophtecs.co.jp

▲㈱オフテクスの商品

へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

悪
質
な
無
登
録
業
者
の
詐
欺
ま

が
い
商
法
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
無
登
録
業
者
に
よ
る
未
公
開

株
・
社
債
の
投
資
勧
誘
は
金
融

商
品
取
引
法
違
反

・「
絶
対
に
損
は
さ
せ
な
い
」「
高

値
で
買
い
取
る
」な
ど
と
断
定

的
判
断
の
提
供
は
禁
止

・
リ
ス
ク（
不
利
益
）に
つ
い
て
の

説
明
を
し
な
か
っ
た
り
、
内
容

が
理
解
で
き
な
い
方
へ
の
販
売

は
適
合
性
の
原
則
に
違
反

・
安
易
な
も
う
け
話
は
き
っ
ぱ
り

断
る
。

・
現
金
で
支
払
っ
た
お
金
を
取
り

戻
す
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
慌

て
て
支
払
わ
な
い
。

・
内
容
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
す

ぐ
に
契
約
し
な
い
。

・
過
去
に
投
資
ト
ラ
ブ
ル
の
経
験

の
あ
る
方
は
特
に
注
意
す
る
。

・
高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
の

　

で
、
家
族
や
地
域
で
見
守
る
。

　

最
近
、未
公
開
株
や
社
債
な
ど

「
投
資
す
れ
ば
絶
対
に
も
う
か
る
」

と
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
、内
容
を
理

解
し
な
い
ま
ま
契
約
さ
せ
ら
れ
る

「
利り

殖し
ょ
く

商
法
」の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
過
去
に
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
っ
た
高
齢
者
が
再
度
狙
わ
れ

る
二
次
被
害
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
額
も
何
千
万
円
と
非
常
に

高
額
で
、
中
に
は「
老
後
の
蓄
え

を
全
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
」と
い

っ
た
深
刻
な
被
害
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

証
券
取
引
所
に
上
場（
株
式
を

証
券
市
場
に
お
い
て
売
買
取
引
）

さ
れ
て
い
な
い
株
で
、
こ
の
株
が

新
規
に
上
場
さ
れ
た
時
、
初
値
が

公
募
・
売
り
出
し
価
格
を
大
き
く

上
回
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
売
却

益
が
得
や
す
い
こ
と
か
ら
、
人
気

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
事
例　

業
者
か
ら
電
話
で「
上

場
間
近
な
未
公
開
株
が
あ
り
、

大
も
う
け
が
で
き
る
」と
勧
め

ら
れ
、
千
株
を
購
入
し
た
。
業

者
か
ら
は「
預
り
書
」を
渡
さ
れ

た
が
、
株
券
は
手
元
に
届
か
な

か
っ
た
。
不
審
に
思
い
発
行
会

社
に
電
話
で
確
認
し
た
ら
、
上

場
予
定
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。

※
未
公
開
株
は
、
譲
渡
制
限
が
あ

る
場
合
が
多
く
、
一
般
に
株
券

が
出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

株
式
会
社（
民
間
企
業
）が
多
数

の
投
資
家
か
ら
長
期
資
金
を
調
達

す
る
た
め
に
発
行
す
る
債
務
証
券

を
い
い
ま
す
。

■
事
例　

訪
問
販
売
で
、発
展
途

上
国
の
鉱
物
な
ど
の
採
掘
や
輸

出
入
を
し
て
い
る
A
社
か
ら「
わ

が
社
の
転
換
社
債
を
買
わ
な
い

か
、高
利
回
り
の
配
当
金
を
約
束

す
る
」と
誘
わ
れ
、一
口
10
万
円

を
1
0
0
口
分
購
入
し
1
千
万

円
振
り
込
ん
だ
が
、
配
当
金
が

振
り
込
ま
れ
な
い
。
A
社
に
電

話
を
す
る
が
連
絡
が
つ
か
な
い
。

※「
社
債
」販
売
と
称
し
て
い
て
も
、

実
態
は
事
業
へ
の
出
資
を
募
っ

て
い
る
だ
け
の
場
合
が
多
く
、こ

れ
は
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム（
集

め
た
資
金
で
事
業
や
投
資
を
行

い
、そ
れ
で
生
じ
た
収
益
を
分
配

す
る
仕
組
み
）に
該
当
し
ま
す
。

そ
の
場
合
、事
業
者
は
金
融
庁

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、本
市
に
拠
点
を
置
き
、技
術
的
な
面
で
先
駆
け
的
な
事
業
開
発
、事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
会
社
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》企
業
誘
致
課
☎
21

－

9
0
0
2

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
⑥

　

株
式
会
社
オ
フ
テ
ク
ス　

企業紹介

未
公
開
株
と
は

社
債
と
は

注
意
点

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
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出
石
地
域
）に
法
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
会
館
東
側
の
歩
道
と
市
民

会
館
を
結
ぶ
ス
ロ
ー
プ
通
路
が
、

3
月
30
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
東
側
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
は
階
段
だ
け
で
し
た
が
、
隣

接
す
る
通
路（
幅
1
・
5
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
約
22
メ
ー
ト
ル
）を
新
設
し
、

車
イ
ス
使
用
者
や
幼
児
、
高
齢
者

が
よ
り
安
全
に
歩
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
会
館
で
は
、
2
月

に
文
化
ホ
ー
ル
音
響
設
備
の
更
新

も
行
い
、
客
席
の
音
響
性
能
が
向

上
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

と
よ
お
か
作
業
所
は
、
昨
年
の

「
第
1
回
ス
イ
ー
ツ
甲
子
園
」で
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
コ
ー
ち
ゃ
ん
ミ

ニ
カ
ス
テ
ラ
」が
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
こ
と
に
続
い
て
、
2
年

連
続
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
に
な
り

ま
し
た
。

　

4
月
1
日
付
け
で
、
引
き
続
き

橋
本
惠
子
さ
ん（
豊
岡
地
域
）と
三

原
文ふ

み

子こ

さ
ん（
豊
岡
地
域
）が
、
新

た
に
舩
越
五い

つ

男お

さ
ん（
出
石
地
域
）

が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、
他
の
14
人
の

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、嫌
が
ら

せ
、い
じ
め
、体
罰

な
ど
）に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
に
対
す
る
長
年
に
わ

た
る
活
躍
と
功
績
に
よ
り
、
柳
原

正
伸
さ
ん（
3
月
31
日
付
退
任
・

　

障
害
者
ら
が
働
く
作
業
所
な
ど

で
作
ら
れ
て
い
る
授
産
製
品
の
ア

イ
デ
ア
や
味
な
ど
を
競
う
コ
ン
テ

ス
ト「
第
2
回
ス
イ
ー
ツ
＆
ク
ラ

フ
ト
甲
子
園
」が
、
2
月
26
日
に

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
と
よ
お
か

作
業
所　

愛
・
と
ー
ぷ（
上
陰
）が

出
品
し
た「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
箸
置

き
」が
、
ク
ラ
フ
ト
部
門
で
グ
ラ

ン
プ
リ（
最
優
秀
賞
）を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

♡
お
め
で
と
う
!!
２
歳
♡
だ
い
す

き
よ
っ
っ
っ
。

 

（
父 

竜
士
・
母 

か
お
り
、弥
栄
町
）

　

W

ウ
イ

e l

ラ

ブ

ove 

有
祐
ち
ゃ
ん
♡
目
指

せ
国
民
的
ア
イ
ド
ル
！
１
歳
お
め

で
と
う
！　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
父 

弘
詞
・
母 

知
子
、城
南
町
）

小森有
ゆ

祐
う

ちゃん
（平成21年11月24日生）

福田倫
りん

大
た

ちゃん
（平成21年2月22日生）

　

や
ん
ち
ゃ
坊
主
の
聖
空
く
ん
♡
お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
い
っ
ぱ
い

育
っ
て
ね
♡

（
父 

直
紀
・
母 

留
美
子
、長
谷
）

美藤聖
せ

空
ら

ちゃん
（平成21年9月13日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
い
つ
も

一
緒
に
い
る
え
り
。２
人
仲
良
く
元

気
に
育
っ
て
ね
。 

（
父 

和
久
・
母 

い
づ
み
、九
日
市
上
町
）

今井映
え

里
り

ちゃん
（平成22年1月6日生）

　

ハ
ー
フ
バ
ー
ス
デ
ー
お
め
で
と

う
。笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
に
育
っ
て

ね
。（

父 

光
樹
・
母 

里
美
、九
日
市
中
町
）

小佐見綾
あや

ちゃん
（平成22年7月21日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
よ
お
か
作
業
所
の           

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
箸
置
き
」が     

「
第
2
回
ス
イ
ー
ツ
＆        

ク
ラ
フ
ト
甲
子
園
」で   

2
年
連
続
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

人
権
擁
護
委
員
が決ま

り
ま
し
た

市
民
会
館
ス
ロ
ー
プ
通
路
完
成

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た

▲完成したスロープ通路

▲グランプリを受賞した「コウノトリの箸置き」
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　☎42−1111
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　☎52−3111
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ミ
ニ
展
示「
南
極
観
測
展
」

第
25
回
北
前
ま
つ
り

　

植
村
直
己
さ
ん
が
生
涯
に
わ
た

り
、
夢
を
抱
き
続
け
た
南
極
大
陸

で
は
環
境
問
題
へ
の
先
進
的
な
取

組
み
が
行
わ
れ
、
今
秋
、
市
職
員

が
南
極
大
陸
へ
観
測
隊
隊
員
と
し

て
出
発
す
る
予
定
で
す
。

▽
日
時　

5
月
3
日（
火
・
祝
）午

前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

▽
場
所　

竹
野
北
前
館
周
辺

▽
内
容　

北
前
船
パ
レ
ー
ド
、
竹

野
う
ま
い
も
ん
市
＆
北
前
鍋
、

交
流
市
場
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト（
北
前
太
鼓
、
ジ
オ
パ
ー
ク

○
×
ク
イ
ズ
な
ど
）、
地
引
網
、

露
天
商

▽
問
合
せ　

北
前
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局（
竹
野
北
前
館
内
）

　

☎
47
－
2
0
2
0

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

催　

し

豊
岡
健
康
を
す
す
め
る
会

健
康
講
演
会

　

5
月
11
日（
水
）か
ら
20
日（
金
）

ま
で
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
の
運
動
の
重
点
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五

則
の
周
知
徹
底
）

　

自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
利
用
者
は
、

マ
ナ
ー
を
守
り
、
他
人
の
迷
惑
に

な
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

◆
死
亡
事
故
が
多
発

　

市
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
今

年
も「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
推

進
地
域
」に
指
定
さ
れ
、
高
齢
者

の
交
通
安
全
教
室
な
ど
を
開
催
し
、

P
R
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

悲
惨
な
死
亡
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
一
人
一
人
が
交
通

安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
免
許
返
納
制
度

　

運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
方

は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

ま
し
ょ
う
。

※
65
歳
以
上
の
返
納
者
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
典（
路
線
バ
ス
の

料
金
半
額
、
市
内
の
温
泉
入
浴

料
の
減
額
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課

　

☎
23
－
5
3
0
4

▽
日
時　

5
月
8
日（
日
）午
後
2

時
30
分
〜

▽
場
所　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健

康
福
祉
施
設　

多
目
的
ホ
ー
ル

（
立
野
町
）

▽
内
容　

・
演
題　
「
歩あ

る

キ
ン
グ
で
健
康
づ

く
り
〜
こ
こ
ろ
も
体
も
イ
キ
イ

キ
と
〜
」

・
講
師　

信
州
大
学
医
学
系
研
究

科
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
分
野　

能

勢　

博
さ
ん

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

無
料

※
当
日
参
加
可

期　

間
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展
示
で
は
、
地
球
環
境
の
未
来

を
握
る
重
要
な
南
極
地
域
観
測
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
会
期　

4
月
28
日（
木
）〜
5
月

24
日（
火
）

※
毎
週
水
曜
日
休
館
〔
5
月
4
日

（
水
・
祝
）は
開
館
〕

▽
場
所　

植
村
直
己
冒
険
館　

図

書
コ
ー
ナ
ー（
日
高
町
伊
府
）

▽
内
容　

写
真
展
示（
南
極
の
自

然
、
観
測
隊
の
活
動
・
基
地
）、

隕い
ん

石せ
き

展
示（
予
定
）、
観
測
隊
防

寒
服
の
試
着
な
ど

▽
入
館
料　

大
人
5
0
0
円（
65

歳
以
上
2
5
0
円
）、高
校
生

2
0
0
円
、小
・
中
学
生
1
5
0

円
※
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示
者
は
無
料

▽
問
合
せ　

植
村
直
己
冒
険
館　

☎
44
－
1
5
1
5

◆「
第
8
回
高
校
生
バ
ン
ド
☆

　
　
　

 

バ
ト
ル
」出
場
者
募
集
！

▽
開
催
日
時　

8
月
20
日（
土
）

▽
応
募
資
格　

高
校
生
バ
ン
ド　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
お
知
ら
せ

☎
24ｰ

3
0
0
0

（
〒
6
6
8ｰ

0
0
3
1
大
手
町
4ｰ

5
）

募　

集

（
ソ
ロ
、
グ
ル
ー
プ
、
ジ
ャ
ン

ル
を
問
い
ま
せ
ん
）

※
代
表
者
の
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
。

▽
応
募
方
法　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
、
M
D
な
ど
に
得
意
な
曲

1
曲（
オ
リ
ジ
ナ

ル
、
コ
ピ
ー
を
問

わ
な
い
）を
録
音

し
、
市
民
プ
ラ
ザ

に
あ
る
所
定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
く

だ
さ
い（
郵
送
可
）。

▽
審
査
方
法　

応
募
の
カ
セ
ッ
ト

な
ど
で
一
次
選
考
を
行
い
、
バ

ン
ド
☆
バ
ト
ル
出
場
5
団
体
を

選
び
ま
す
。
そ
の
後
、
8
月
20

日（
土
）の
最
終
選
考
で
最
優
秀

バ
ン
ド
を
決
定
し
ま
す
。

※
最
優
秀
バ
ン
ド
は
、
翌
日
の
社

会
人
ロ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
に
出
場
で

き
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

4
月
25
日（
月
）〜

6
月
30
日（
木
）必
着

◆「
但
馬R

レ
イ
ジ
ン
グ

aising　
R

ロ
ッ
ク

ock　
　
F

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

estival　

2
0
1
1
」

　
　
　
　
　
　
　

出
場
者
募
集
！

　

バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
る
あ
な
た
！

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
ス
テ

ー
ジ
で
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
開
催
日　

8
月
21
日（
日
）

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
参
加
資
格　

市
内
と
そ
の
周
辺

地
域
で
、
社
会
人
を
中
心
と
し

て
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
団
体

（
た
だ
し
、
ロ
ッ
ク
系
音
楽
で

生
演
奏
に
限
る
）

▽
募
集
組
数　

5
組
程
度

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
演

奏
を
録
音
し
た
M
D
な
ど
を
添

え
て
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

▽
募
集
期
限　

6
月
30
日（
木
）必
着

▽
そ
の
他　

出
演
時
間
は
1
団
体

に
つ
き
25
分
を
予
定

◆
豊
岡
市
市
民
芸
術
文
化

招
へ
い
事
業
の
募
集

　

市
民
団
体
が
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
演
劇
や
演
奏
会
を

開
催
す
る
場
合
に
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体

・
芸
術
文
化
事
業
を
行
う
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
し
た
団
体

・
代
表
者
お
よ
び
事
務
局
が
確
立

し
た
団
体

・
代
表
者
が
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
あ
る
団
体

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

▽
対
象
事
業

・
市
民
プ
ラ
ザ
を
使
用
し
て
行
う

優
れ
た
芸
術
文
化
事
業

・
専
門
家（
プ
ロ
）を
招
へ
い
し
て

行
う
有
料
の
事
業（
政
治
や
宗

教
の
広
報
宣
伝
、
営
利
お
よ
び

一
門
の
発
表
は
除
く
）

▽
補
助
額　

5
万
〜
15
万
円（
事
業

に
要
す
る
経
費
の
一
部
で
、事
業

計
画
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、予
算

の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
）

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

5
月
25
日（
水
）

運
動
遊
び
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

▽
日
時　

5
月
25
日（
水
）、6
月
15

日（
水
）、7
月
22
日（
金
）、8
月

25
日（
木
）、9
月
21
日（
水
）、10

月
14
日（
金
）、
11
月
2
日（
水
）

の
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▽
場
所　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

子
育
て
学
習
室（
大
手
町
）

▽
対
象　

2
歳
児
と
保
護
者
、
3

歳
児
と
保
護
者（
す

べ
て
の
回
に
参
加
で

き
る
親
子
）

▽
講
師　

こ
ど
も
育
成
課　

仲
義

健
、
西
松
夕
紀
子

▽
申
込
期
間　

5
月
2
日（
月
）〜

11
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
4
6
0
4
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「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」　
　

 

検
討
委
員
募
集
！

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
や
、ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
る
た
め
に
体
を
動
か

す
場
所
や
機
会
の
提
供
を
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
な

ど
に
つ
い
て
定
め

る
、「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
」を
策
定

し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
検
討
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上（
4
月
1
日
現
在
）の
方
で
、

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方（
5
回
程
度
）

▽
任
期　

委
員
委
嘱
の
日（
5
月

下
旬
）〜
平
成
24
年
3
月（
予
定
）

▽
募
集
人
員　

3
人
程
度

▽
謝
金　

会
議
に
出
席
し
た
場
合
、

規
定
の
金
額
を
支
払
い
ま
す
。

▽
選
考
・
通
知　

5
月
中
旬
に
決

定
し
、
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

▽
申
込
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

に
あ
る
所
定
の
用
紙（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

5
月
6
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
☎
21
－
9
0
2
3

　

FAX 

24
－
4
6
6
9

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

sports@
city.toyooka.lg.jp

地
域
力
再
生
事
業
を
募
集
し
ま
す

〜
地
域
活
動
団
体
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
〜

　

市
で
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市
民
の
創
意
工
夫
に

よ
る
自
主
的
・
主
体
的
か
つ
新
た

な
取
組
み
に
対
し
、
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

自
治
会
や
各
種
実

行
委
員
会
、
市
民
で
構
成
さ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど

▽
対
象
事
業　

ソ
フ
ト
事
業（
イ

ベ
ン
ト
開
催
、交
流
活
動
な
ど
）

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

新
た
な
取
組
み

・
地
域
力
の
活
性
化
を
図
る
事
業

・
地
域
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
、

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
事
業

・
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
事
業

・
参
画
と
協
働
の
促
進
を
図
る
事

業
▽
事
業
実
施
期
間　

4
月
1
日（
金
）

〜
平
成
24
年
3
月
31
日（
土
）の

間
に
実
施
し
、
完
了
す
る
事
業

▽
助
成
金
額　

1
事
業
30
万
円　

（
限
度
額
）

※
最
長
2
年
間
助
成

▽
補
助
率　

1
年
目
は
助
成
対
象

経
費
の
3
分
の
2
以
内
、
2
年

目
は
3
分
の
1
以
内

▽
選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
事
業

企
画
書
の
書
類
審
査
お
よ
び
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
、
地
域
力

再
生
事
業
選
考
委
員
会
が
選
考

▽
申
込
期
間　

4
月
27
日（
水
）〜

5
月
27
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

経
済
課　

☎
23
－
4
4
8
0

Tた
　

じ

　

ま

　

ド

　

ー

　

ム

A
J
I
M
A
D
O
M
E

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
1

〜
春
物
語
〜

＝
5
月
29
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
＝

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
開
催
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド（
日
高
町

名
色
）

▽
募
集
内
容　

車
乗
り
入
れ
ブ
ー

ス　

1
3
0
ブ
ー
ス（
5
メ
ー

ト
ル
×
6
メ
ー
ト
ル
）、
手
持

ち
ブ
ー
ス　

50
ブ
ー
ス

▽
出
店
料　

車
乗
り
入
れ
ブ
ー
ス

1
ブ
ー
ス
5
千
円
、
手
持
ち
ブ

ー
ス
1
ブ
ー
ス
2
5
0
0
円

▽
参
加
資
格　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
基
本
理
念「
再
生
利
用
」を

も
と
に
参
加
す
る
方

※
18
歳
未
満（
高
校
生

以
下
）は
不
可

※
飲
食
物
、動
物
類
、コ
ピ
ー
商
品

な
ど
法
律
に
触
れ
る
も
の
や
危

険
物
な
ど
は
出
店
不
可

▽
応
募
方
法　

電
話
で
予
約
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
説
明
し
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

5
月
20
日（
金
）

※
募
集
数
に
な
り
次
第
締
切

◆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

出
演
者
募
集

▽
開
催
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド「
特
設
ス

テ
ー
ジ
」

▽
ジ
ャ
ン
ル　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
ン
ド（
ド
ラ
ム
ス
は
含
ま
な

い
）、ギ
タ
ー
弾
き

語
り
、
ゴ
ス
ペ
ル

グ
ル
ー
プ
、
各
種

ダ
ン
ス
、
も
の
ま

ね
、手
品
、ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど

▽
応
募
資
格　

当
日
、
出
演
可
能

な
方
で
、
年
齢
、
性
別
、
グ
ル

ー
プ
、
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
持
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参
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
組
数　

20
団
体
程
度

▽
参
加
費　

千
円

▽
募
集
期
限　

5
月
13
日（
金
）

▽
そ
の
他　

出
演
時
間
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

ド
ー
ム（
〒
6
6
9
－
5
3
7
9

日
高
町
名
色
88
－
50
）T
A
J 

I
M
A
D
O
M
E
フ
ェス
テ
ィ
バ

ル
2
0
1
1
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
係
ま
た
は
パフ
ォ
ー

マ
ン
ス
大
会
出
演
者
募
集
係

　

☎
45
－
1
9
0
0

FAX 

45
－
1
9
0
1

▽
講
習
種
別
お
よ
び
講
習
日
時　

・
給
油
取
扱
所
講
習

　

7
月
15
日（
金
）

・
全
区
分
講
習（
従
事
す
る
危
険

物
施
設
の
種
別
を
問
わ
な
い
）

　

11
月
18
日（
金
）予
定

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館（
立
野
町
）

▽
対
象　

危
険
物
施
設
に
お
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す

平
成
23
年
度

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

講
座
・
講
習
・
教
室

る
危
険
物
取
扱
者
で
、
消
防
法

の
規
定
に
よ
り
平
成
23
年
度
に

受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

▽
受
講
手
数
料　

4
7
0
0
円
分

の
兵
庫
県
収
入
証
紙

▽
申
込
方
法　
（
財
）兵
庫
県
危

険
物
安
全
協
会（
〒
6
5
0
－

0
0
1
1　

神
戸
市
中
央
区
下

山
手
通
4
丁
目
16
－
3
）へ
特

定
記
録
郵
便
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
書
配
布
場
所　

消
防
本

部
予
防
課
、
各
分
署
、
出
張
所
、

駐
在
所

▽
受
付
期
間　

4
月
25
日（
月
）〜

5
月
13
日（
金
）

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
☎
24
－
8
0
3
6

普
通
救
命
講
習

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
勇
気
を

持
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ

う
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
救
命
講

習
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▽
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
3

時
間
講
習
）

▽
日
時　

5
月
22
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

▽
場
所　

出
石
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル（
出
石
町
福
住
）

▽
内
容　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
、
Aエ

ー

Eイ
ー

Dデ
ィ
ー（

自
動
体
外
式

　

こ
の
講
座
は
、
県
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
介
護
現
場
で

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
や
一
般

常
識
・
マ
ナ
ー
、
そ
し
て
ホ
ス
ピ

介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
）

養
成
研
修
講
座

除
細
動
器
）の
使
用
方
法
、
大

出
血
時
の
止
血
法
、
窒
息
時
の

処
置

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
方
法　

豊
岡
消
防
署
、
各

分
署
、
出
張
所
、
駐
在
所
に
あ

る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

5
月
16
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係
☎
24
－
8
0
3
8

　

FAX 

24
－
1
2
7
8

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
shobo-keibo@

city.toyooka.
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

lg.jp
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http
：//119.city.toyooka.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

lg.jp

タ
リ
テ
ィ
の

精
神
な
ど
も

学
べ
ま
す
。

次
の
要
項
に

よ
り
、
講
座

の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
技
術
を
身
に
付
け
、

資
格
や
就
業
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

▽
研
修
期
間　

6
月
8
日（
水
）〜

9
月
7
日（
水
）の
平
日
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

▽
研
修
場
所　

ア
ル
フ
ァ
学
院（
㈱

ア
ル
フ
ァ
ス
タ
ジ
オ
内
・
日
高

町
日
置
）

▽
対
象　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き

な
い
方
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
を
申
し
込
み
、
受
講
勧
奨
を

受
け
た
方

▽
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代

4
7
5
0
円
は
、
自
己
負
担
）

▽
定
員　

10
人

▽
選
考
日　

5
月
11
日（
水
）

※
受
講
決
定
者
に
は
、
後
日
通
知

し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

5
月
10
日（
火
）

▽
そ
の
他　

一
定
要
件
を
満
た
す

方
は
、
生
活
支
援
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

㈱
ア
ル
フ

ァ
ス
タ
ジ
オ
教
育
訓
練
担
当

　

☎
42
－
3
2
0
3
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平
成
23
年
度
但
馬
地
域
ひ
ょ
う
ご

防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座

　

防
災
な
ど
に
関
す
る
知
識
・
技

術
を
身
に
付
け
、
地
域
や
職
場
の

防
災
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
講
し
ま
す
。

▽
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

（
養
父
市
）な
ど

▽
対
象　

但
馬
地
域
在
住
ま
た
は

在
勤
の
方
で
、
地
域
・
職
場
の

防
災
の
担
い
手
の
方

や
そ
れ
を
目
指
す
方

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　

55
人

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
活

動
歴
、
居
住
地
な
ど
を
考
慮
し
、

決
定
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

但
馬
県
民
局
企
画

防
災
課
、市
防
災
課
、ま
た
は
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

5
月
13
日（
金
）必
着

▽
受
講
決
定　

5
月
27
日（
金
）ご

ろ
に
郵
便
で
連
絡
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

講
座
修
了
者
は
、
知

事
名
の
修
了
証
と「
ひ
ょ
う
ご

防
災
リ
ー
ダ
ー
」の
称
号
が
授

与
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、日
本
防

災
士
機
構
が
認
定
す
る
防
災
士

の
受
験
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

N
P
O
法

人
市
民
オ
フ
ィ
ス
や
ぶ（
〒
6 

6
7
－
0
0
2
1　

養
父
市
八

鹿
町
八
鹿
1
2
1
9
－
5
）

　
☎
・
FAX 

0
7
9
－
6
6
2
－
6
2
5
5 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
　
　
　
　

　

office-y@
fureai-net.tv

ほ
の
ぼ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
簡
単
で
す
ぐ
に

で
き
る
栄
養
改
善
の
方

法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

65
歳
以
上
で
、
健
康
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
方

▽
内
容　

健
康
講
話
、
栄
養
実
習

▽
参
加
費　

1
回
2
0
0
円

※
1
教
室
は
3
回
で
す
。

▽
定
員　

1
教
室
10
人
程
度（
先

着
順
）

▽
申
込
期
間　

5
月
9
日（
月
）〜

27
日（
金
）

※
希
望
の
教
室
ナ
ン
バ
ー
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

　

FAX 

24
－
9
6
0
5

区分 講座内容 日程

第１
クール

　災害の対応事
例と教訓、災害
発生メカニズム
と地域の減災政
策など

６月12日（日）

６月26日（日）

７月10日（日）

第２
クール

　豪雨災害に対
する住民避難と
ハザードマップ、
わが家の耐震・
まちの安全など

８月21日（日）

９月４日（日）

９月25日（日）

第３
クール

　普通救命講習、 
防災ワークショッ 
プの進め方など

10月16日（日）

10月23日（日）

11月６日（日）

第４
クール

　過去の災害か
ら学ぶ、安全と
安心の確保をめ
ざしてなど

11月27日（日）

12月４日（日）

12月18日（日）

※時間：午後０時30分〜5時
※講座数：計12回

教室
N0. 日程 場所

1 ５月31日（火）、６月21日（火）、７月12日（火）ウェルストーク豊岡
2 10月27日（木）、11月17日（木）、12月８日（木）城崎地区公民館
3 11月10日（木）、11月24日（木）、12月15日（木）竹野南地区公民館

4 ９月30日（金）、10月21日（金）、11月11日（金）日高農村環境改善セ
ンター

5 ９月26日（月）、10月17日（月）、11月７日（月）出 石 健 康 福 祉 セン
ター

6 ９月21日（水）、10月12日（水）、11月２日（水）資母地区公民館
7 11月８日（火）、11月29日（火）、12月20日（火）ウェルストーク豊岡

8 平成24年１月５日（木）、１月26日（木）、２
月16日（木） 城崎地区公民館

9 平成24年１月12日（木）、２月２日（木）、２
月23日（木） 竹野地区公民館

10 平成24年２月３日（金）、２月24日（金）、３
月16日（金）

日高農村環境改善セ
ンター

11 平成24年１月16日（月）、１月30日（月）、２
月20日（月）

出 石 健 康 福 祉 セン
ター

12 平成24年２月8日（水）、２月29日（水）、３
月21日（水） 合橋地区公民館

▷時間　午前10時〜午後０時30分
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鳥
の
巣
箱
づ
く
り
教
室

▽
日
時　

6
月
5
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
1
時

（
受
付
午
前
9
時
〜
）

※
雨
天
決
行

▽
場
所　

竹
野
南
森
林
公
園（
竹

野
町
森
本
）

※
受
付
は
、
竹
野
南
地
区
公
民
館

（
竹
野
町
森
本
）

▽
内
容　

鳥
の
巣
箱
づ
く
り

▽
参
加
費　

1
人
千
円（
中
学
生

以
下
は
、
1
人
5
0
0
円
）

▽
定
員　

20
人（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者

同
伴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨

具
な
ど

※
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
し
ま
す（
食
材
は
用
意
し
ま

す
）。

▽
申
込
期
限　

5
月
25
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
7
3

母
の
日
の　
　
　
　
　
　
　

 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室 

▽
日
時　

5
月
7
日（
土
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥

相　

談

弁
護
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
の

夜
間
無
料
電
話
法
律
相
談

制　

度

「
ジ
オ
ツ
ア
ー
」に
係
る

費
用
を
助
成
し
ま
す

雲
寺
）

▽
講
師　

ス
タ
ジ
オ　

　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク
・
ケ
イ

▽
参
加
費　

3
千
円（
飲
み
物
付
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
ま

た
は
ペ
ン
チ
な
ど

▽
申
込
期
限　

5
月
6
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
☎
37
－
8
2
2
2

　

多
重
債
務
、
生
活
保
護
、
解
雇
、

家
庭
の
問
題
な
ど
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

5
月
8
日
・
22
日
、
6

月
12
日
・
26
日
、
7
月
10
日
・

24
日
、
8
月
14
日
・
28
日
、
9

月
11
日
・
25
日
の
い
ず
れ
も
日

曜
日
午
後
5
時
〜
9
時

▽
相
談
電
話
番
号

☎
0
7
8
－
3
4
1
－
9
6
0
0

（
相
談
日
の
み
の
特
設
電
話
）

※
通
信
料
は
相
談
者
の
負
担

※
事
前
予
約
は
不
要

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

☎
21
－
9
0
0
1

　

バ
ス
で
市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を

巡
る「
ジ
オ
ツ
ア
ー
」に
係
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

▽
助
成
条
件　

次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
こ
と

・
15
人
以
上
の
団
体
で
あ
る
こ
と

・
バ
ス（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
含
む
）

を
利
用
す
る
こ
と

・
市
の
指
定
す
る
施
設（
玄
武
洞

公
園
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
、

城
崎
文
芸
館
、
北
前
館
、
但
馬

国
府
・
国
分
寺
館
、
植
村
直

己
冒
険
館
、
道
の
駅
神
鍋
高
原
、

い
ず
し
古
代
学
習
館
、
出
石
家

老
屋
敷
、
シ
ル
ク
温
泉
）を
2

カ
所
以
上
見
学
す
る
こ
と

・
市
の
指
定
す
る
ジ
オ
ガ
イ
ド

（
玄
武
洞
公
園
ガ
イ
ド
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
城
崎
案
内
人
、

竹
野
海
岸
ジ
オ
ガ
イ
ド
、
神
鍋

高
原
ジ
オ
ガ
イ
ド
）の
解
説
を

1
カ
所
以
上
受
け
る
こ
と

▽
助
成
金
額　

バ
ス
借
上
料
の
2

分
の
1
以
内

※
日
帰
り
の
場
合
は
、

2
万
5
千
円
、
市

内
の
宿
泊
を
伴
う

場
合
は
、
5
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

観
光
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
合
せ　

観
光
課

　

☎
21
－
9
0
1
6

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等
の

市
民
生
活
無
料
相
談
会

▽
日
時　

5
月
21
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

▽
相
談
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

▽
日
時　

5
月
21
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8
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試　

験

平
成
23
年
度　
　
　
　
　
　

第
1
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

そ
の
他

4
月
1
日
に「
も
の
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

Rア
ー
ル

Vブ
イ

Mエ
ム（
空
き
容
器
回
収
処
理
機
）

を
利
用
く
だ
さ
い

▽
試
験
日　

6
月
19
日（
日
）

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

（
九
日
市
上
町
）

▽
試
験
の
種
類　

甲
種
、

乙
種
全
類
、
丙
種

◆
受
験
願
書

▽
受
付
期
間

・
郵
送
…
4
月
26
日（
火
）〜
5
月

10
日（
火
）

・
電
子
申
請
…
5
月
7
日（
土
）ま

で
▽
配
布
場
所　

消
防
本
部
予
防
課
、

各
分
署
、
出
張
所
、
駐
在
所

▽
申
込
方
法　

・
郵
送
…
簡
易
書
留
郵
便
な
ど
の
送

達
確
認
が
可
能
な
方
法
で（
財
）消 

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
支

部（
〒
6
5
0
－
0
0
1
1　

神
戸

市
中
央
区
下
山
手
通
5
－
12
－
7

協
和
ビ
ル
5
階
）へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

・
電
子
申
請
…（
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http

：//w
w

w
.shoubo-shike 

n.or.jp

）か
ら
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
養
成
講
習
会

▽
講
習
科
目　

乙
種
4
類

▽
日
時　

5
月
20
日（
金
）午
前
10

時
〜
午
後
5
時

▽
場
所  

市
民
会
館（
立
野
町
）

▽
受
講
料　

6
5
0
0
円（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
4
千
円
が
必
要
）

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
☎
24
－
8
0
3
6

　

市
で
は
、
産
学
官
連
携
に
よ
る

産
業
競
争
力
強
化
の
支
援
を
行
い
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
た

め
、「
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
経
済
課
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

利
用
く
だ
さ
い
。

○
も
の
づ
く
り
相
談
支
援

・
技
術
相
談
員（
但
馬
技
術
大
学

校
校
長 

椿
野
晴
繁
）が
、
原
則
、

月
・
木
曜
日
の
週
2
回
、
経
済

課
窓
口
で
、
あ
る
い
は
市
内
企

業
な
ど
を
訪
問
し
、
も
の
づ
く

り
に
関
す
る
相
談
や
企
業
ニ
ー

ズ
に
沿
う
技
術
を
持
つ
大
学
・

企
業
な
ど
へ
の
橋
渡
し
、
国
県

の
補
助
事
業
の
紹
介
・
申
請
支

援
な
ど
を
実
施

・
事
務
ス
タ
ッ
フ（
1
人
）が
常
駐

し
、
工
業
振
興
に
関
す
る
も
の

づ
く
り
支
援
事
務
を
実
施

○
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援　

取
引

の
拡
大
や
雇
用
の
確
保
の
機
会

を
設
け
る「
産
業
フ
ェ
ア
」を
地

元
で
開
催
。

▽
利
用
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

く
だ
さ
い（
相
談
料
な
ど
は
無
料
）。

▽
問
合
せ　

経
済
課
も
の
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
21
－
9
0
2
4

　

難
聴
の
方
が
、
積
極
的
に
社
会

参
加
で
き
る
よ
う
磁
気
ル
ー
プ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

磁
気
ル
ー
プ
と
は
、
難
聴
の
方

の
聞
こ
え
を
支
援
す
る
設
備
で
、

周
り
の
騒
音
・
雑
音
に
邪
魔
さ
れ

ず
に
目
的
の
音
・
声
だ
け
を
正
確

に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

補
聴
器
を
お
持
ち
の
方
は
、
T

マ
ー
ク
に
切
り
替
え
る
と
音
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

磁
気
ル
ー
プ
専
用
受
信
機
も
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
補
聴
器
の

な
い
方
で
も
対
応
で
き
ま
す
。

　

次
の
2
種
類
の
シ
ス
テ
ム
を
市

役
所
な
ど
に
設
置
し
ま
し
た
。

磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た

　

市
内
の
①
豊
岡
駅
通
商
店
街
サ

ン
ス
ト
館
、
②
に
し
が
き
元
町
店
、

③
に
し
が
き
出
石
店
に
R
V
M
を

設
置
し
、
空
き
缶
と
空
き
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
再
資
源
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
守
っ
て
利
用
く
だ

さ
い
。

・
空
き
缶
な
ど
は
、
必
ず
水
洗
い

し
、
水
気
を
切
っ
て
か
ら
R
V 

M
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
を
外
し
て
か
ら
R
V 

M
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
1
回
に
長
時
間
の
使
用
は
遠
慮

く
だ
さ
い
。

・
利
用
に
は
、
専
用
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

①
・
②
…
豊
岡
駅
通

商
店
街
振
興
組
合

　

☎
23
－
2
3
6
7
、
③
…
生
活

環
境
課
☎
23
－
5
3
0
4

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
で
実
施
し

て
い
た
窓
口
相
談
の
延
長
業
務
は
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
自
己
検

索
機
な
ど
を
集
中
管
理
す
る
地
域

の
節
電
に
協
力
す
る
た
め
、
次
の

時
間
帯
の
業
務
を
中
止
し
ま
す
。

▽
中
止
す
る
延
長
業
務
の
曜
日
と

時
間

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

窓
口
相
談
の
延
長
業
務
を
中
止

◆
携
帯
型
磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム

…
持
ち
運
び
の
で
き
る
磁
気
ル

ー
プ
シ
ス
テ
ム
で
、
主
に
会
議

室
な
ど
で
使
用
し
ま
す
。

○
設
置
場
所　

総
務
課
、
社
会
福

祉
課
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
市
民
会

館
、
各
総
合
支
所

※
次
の
い
ず
れ
か
の
行
事
な
ど
を
主

催
す
る
団
体
に
貸
し
出
し
も
行
い

ま
す
の
で
、相
談
く
だ
さ
い（
営
利

を
目
的
と
す
る
場
合
は
対
象
外
）。

・
市
が
共
催
、
後
援
、
ま
た
は
協

力
す
る
行
事

・
市
内
公
共
施
設
で
行
う
行
事

・
そ
の
他
市
長
が
適
当
と
認
め
る

行
事
な
ど

◆
カ
ウ
ン
タ
ー
型
磁
気
ル
ー
プ
シ

ス
テ
ム
…
窓
口
で
大
切
な
手
続

き
や
説
明
を
正
確
に
行
え
る
よ

う
設
置
し
ま
す
。

○
設
置
場
所　

市
民
課
、
社
会
福

祉
課
、
高
年
福
祉
課
、
介
護
保

険
課
、
健
康
増
進
課
、
図
書
館
、

各
総
合
支
所

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3



要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
を　

始
め
ま
し
た

神
鍋
高
原
観
光
施
設　
　
　

（
7
月
〜
平
成
24
年
3
月
）

使
用
申
込
受
付

太
陽
光
発
電
の

　

自
立
運
転
機
能
の
活
用

〜
停
電
・
災
害
時
に
役
立
ち
ま
す
〜
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聴
覚
障
害
者
お
よ
び
音
声
ま
た

は
言
語
機
能
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
豊
岡
市
要
約

筆
記
者
派
遣
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

※
要
約
筆
記
と
は
、
話
の
内
容
を

そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る

筆
記
通
訳
の
こ
と
。

▽
派
遣
対
象
者　

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
聴
覚
障
害
者
な
ど

・
市
ま
た
は
市
に
所
在
す
る
福
祉

団
体

▽
派
遣
対
象
事
由　

受
診
の
た
め

医
療
機
関
へ
行
く
場
合
、
各
種

届
け
出
な
ど
を
行
う
た
め
官
公

庁
な
ど
へ
行
く
場
合
、
学
校
と

連
絡
調
整
を
行
う
場
合
、
学
習

　

会
・
講
演
会
な
ど
へ
参
加
す
る

場
合
、
冠
婚
葬
祭
へ
出
席
す
る

場
合
な
ど

※
派
遣
を
受
け
る
場
合
は
、事
前
に

市
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す（
登
録
窓
口
は
、社
会
福
祉
課
）。

▽
利
用
方
法　

事
前
に
市
に
登
録

し
た
派
遣
対
象
者
で
、
個
人
の

場
合
は
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す

る
日
の
7
日
前
ま
で
に
、
団
体

の
場
合
は
1
カ
月
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
料　

無
料

▽
申
込
み　

た
じ
ま
聴
覚
障
害
者

セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
8
0
0
8

FAX 

24
－
8
2
8
8

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

　

FAX 

24
－
4
5
1
6
ま
た
は
た
じ

ま
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
施
設　

神
鍋
高
原
体
育
館
、

神
鍋
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
、
神
鍋

高
原
野
外
ス
テ
ー
ジ

▽
使
用
期
間　

7
月
1
日（
金
）〜

平
成
24
年
3
月
31
日（
土
）

◆
一
斉
受
付

▽
期
間　
5
月
10
日（
火
）〜
12
日（
木
）

▽
場
所　

日
高
総
合
支
所
地
域
振

興
課

○
一
斉
受
付
に
係
る
調
整
・
抽
選
会

・
日
時　

5
月
13
日（
金
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

・
場
所　

日
高
総
合
支
所　

3
階

第
3
会
議
室

◆
随
時
受
付（
空
き
の
あ
る
場
合
）

▽
日
時　

5
月
13
日（
金
）午
後
1

時
〜

▽
場
所　

日
高
総
合
支
所
地
域
振

興
課

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
地
域

振
興
課
☎
21
－
9
0
5
6

　

突
然
の
災
害
で
長
期
間
停
電
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
備
わ
っ
て
い
る
自
立

運
転
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

電
力
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
立
運
転
機
能
を
活
用
す
る
と
、

携
帯
電
話
な
ど
の
充
電
や
電
気
ポ

ッ
ト
で
お
湯
を
沸
か
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、接
続
す
る
電
気
機
器
の

容
量
が
1
・
5
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で

あ
る
こ
と
や
夜
間
に
使
用
で
き
な

い
こ
と
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

自
立
運
転
の
方
法
は
、
設
置
機

種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

停
電
・
災
害
時
に
自
立
運
転
へ

の
切
替
方
法
が
分
か
ら
ず
慌
て
な

い
た
め
に
も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
て
い
る
家
庭
は
、
ぜ

ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

エ
コ
バ
レ
ー
推
進
室

☎
21
－
9
0
1
2

　

4
月
10
日（
日
）執
行
の
兵
庫

県
議
会
議
員
選
挙
豊
岡
市
選
挙
区

（
定
数
1
人
）は
、
立
候
補
の
届
け

出
が
1
人
の
た
め
、
無
投
票
と
な

り
、
次
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

○
日
村
豊
彦（
出
石
町
柳
）

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
23
－
5
4
5
4

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
結
果

　

郵
政
事
業
株
式
会
社
は
、
重
度

の
身
体
障
害
者
や
重
度
の
知
的
障

害
者
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
通
常
郵
便

は
が
き
を
入
れ
た
も
の
を
無
料
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
1
級

ま
た
は
2
級
の
方
、
療
育
手
帳

A
判
定（
ま
た
は
1
度
・
2
度
）

の
方

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

▽
配
布
は
が
き　

通
常
郵
便
は
が

き（
無
地
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
、

ま
た
は
く
ぼ
み
入
り
）

※
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
は
が
き

は
、
目
の
不
自
由
な
方
が
使
い

や
す
い
よ
う
に
く
ぼ
み
を
入
れ
、

上
下
・
表
裏
が
分
か
る
よ
う
に

し
た
も
の

▽
配
布
枚
数　

1
人
20
枚

▽
申
込
方
法　

・
郵
便
局
な
ど　

最
寄
の
郵
便
局

（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）

ま
た
は
郵
便
事
業
㈱
の

各
支
店
に
、身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提
示

し
、所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
郵
送　
「
整
理
票
」ま
た
は「
青

い
鳥
郵
便
は
が
き
配
布
申
込

書
」と
明
記
し
た
用
紙
に
、手
帳

の
種
類
、
手
帳
番
号
、
級
別
ま

た
は
程
度
、
住
所
ま
た
は
居
所
、

お
よ
び
氏
名
を
記
入
し
、
最
寄

り
の
郵
便
局（
簡
易
郵
便
局
を

除
く
）ま
た
は
郵
便
事
業
㈱
の

支
店
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
方
法　

郵
送
し
ま
す
。
直

接
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
そ
の

場
で
交
付
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

5
月
31
日（
火
）

▽
問
合
せ　

郵
便
事
業
㈱
豊
岡
支

店
郵
便
課
☎
23
－
0
2
6
0

・
毎
週
水
曜
日
午
後
5
時
15
分
〜

7
時

・
毎
月
第
4
土
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
5
時

　

利
用
す
る
皆
さ
ん
に

は
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

☎
23
－
3
1
0
1



～“就活”コーナー設置のお知らせ～
　本館では就職活動を資料面で支援する「“就活”コーナー」を設置
しました。就職に有利な資格に関するテキスト、面接・試験対策
教本を備えるとともに、市内外で出されている就職に関するパン
フレットなども置いています。ぜひ、利用ください。

新緑の本
＜ 一 般 ＞

日陰の庭とベランダ園芸レシピ
竹沢紀久子 著（講談社）

　日陰を生かしたガーデンデザイン
を場所や日照条件別に10例紹介し、
園芸カレンダーと作業レシピを詳し
く解説。シェードガーデンに向く植
物のミニ事典も収録。

＜ じ ど う ＞
魔法使いのチョコレート・ケーキ
マーガレット・マーヒー 作
石井桃子 訳（福音館書店）

　ある魔法使いが、一人が寂しいの
で、小さな苗木に肥料でケーキを作っ
て、苗木を相手にお茶を飲みました。こ
れを毎日続けて途方もない年月が過
ぎ、１本の苗木は森になっていました。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

5月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

5月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 日
2 月
3 火 （休館日）

4 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

5 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

6 金

7 土 10：30～ 但東 おはなしのもり　幼

13：30～ 城崎 第１回きのさき語りぐさめぐり（城崎地区公民館）　般

8 日
9 月

10 火 （休館日）
11 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

12 木
13 金

14 土 10：30～

本館 子ども折り紙教室　幼 児

城崎 おはなしランド　幼 児

竹野 テーマであそぼ！
「いろんな歌がきこえるよ♪」　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

15 日 13：20～ 本館 第２回古文書講座（初級）　般

15：00～ 第２回古文書講座（中級）　般

16 月
17 火 （休館日）
18 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

19 木
20 金

21 土 14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

15：00～ 但東 切り紙Art　般

22 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

23 月
24 火 （休館日）
25 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼 児

26 木 10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼

27 金

28 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

29 日
30 月 （休館日）
31 火 （休館日）

『きのさき語りぐさめぐり（全5回）』
参加者募集

　城崎に語り継がれるお話の舞台を求
め、野外読書を行います（初回は7日）。
　参加を希望の方は、城崎分館まで。
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5月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館
絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び

日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、製作あそび

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ ２日（月）、26日（木）午前11時～

おやこふれあいたいむ 23日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者

内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふれあ
いたいむでは紙芝居やいろいろな遊びをします。

その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 1日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだい、祖父母の参加可）
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

パパと遊ぼうデー｢親子遊び｣
日　時 14日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 パネルシアター、紙芝居、手遊び、わらべうたあそびなど

絵本の読み聞かせと折り紙遊び
日　時 26日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙指導

母親交流会
日　時 27日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と母親、妊婦
内　容 乳幼児身体計測、発達・子育て相談、友だちづくり

体験農園 ｢さつまいも苗植え｣
日　時 21日（土）午前10時30分～11時30分 　※雨天順延
場　所 但東町相田のさつまいも畑に集合
対　象 乳幼児と保護者（きょうだいの参加可）
内　容 さつまいも苗植え（100本）
持ち物 お茶、手袋、長靴、汚れてもよい服装

そとあそび広場
日　時 10日（火）、24日（火）午前10時15分～11時30分
場　所 日高町民公園
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外の遊び、固定遊具での遊び、子育て相談・子育て情報など

子育てミニ講話＆母親交流
日　時 26日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 歯科衛生士の話、母と子の歯の健康の話、身体計測など

そとあそび広場
日　時 11日（水）、18日（水）午前10時15分～
場　所 竹野子育てセンター園庭
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外の遊び、固定遊具での遊び、子育て相談・子育て情報など

子育ち＆親育ち講座
日　時 20日（金）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 ひとりっことの付き合いを考える
申込期間 ９日（月）～19日（木）

パパと遊ぼうデー
日　時 14日（土）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだいの参加可）
内　容 新聞や広告で遊びましょう。

なかよしグングン広場
日　時 27日（金）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳以上の幼児と保護者

内　容 子どもの集団遊びや自由遊び、保護者同士の
交流、計測や子育て相談、歯科相談など

スタッフ 保育士、保健師、歯科衛生士、看護師、子育て支援ボランティア

おやつ作り
日　時 20日（金）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 フルーツ大福とよもぎ餅
持ち物 エプロン、三角巾、マスク、お茶、材料費（１家族200円）
その他 申込期間：10日（火）～18日（水）

絵本講座
日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　15組程度
内　容 絵本の読み聞かせ、絵本の紹介
講　師 図書館出石分館職員

絵本の読み聞かせの会
日　時 12日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

わいわいコーラス♪♪
日　時 10日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 春の歌（童謡、唱歌など）、フォークソングを楽しく歌う。

“動く・こどもの館号”がやってくる
日　時 14日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児・小学生と保護者　先着130人

内　容 いろいろ体験：音楽あそびや体操あそび、人
形劇、パネルシアターなど

申込期間 ２日（月）～13日（金）

おやこっこ運動遊び
日　時 13日（金）午後１時30分～２時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着20組
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
申込期間 ２日（月）～12日（木）

おたすけサロン
日　時 18日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　※お子さんと共にお越しください。

内　容 さまざまな子育て情報提供を兼ねたサロン。
情報を希望の方はどなたでもお越しください。

スタッフ おたすけ隊、子育てセンター職員

そとあそび広場
日　時 ①６日（金）、19日（木）午前10時15分～、②12日（木）午前10時15分～、

③26日（木）午後１時30分～、④30日（月）午前10時15分～

場　所 ①総合体育館・芝生広場　②中嶋神社
③正法寺ふれあい公園　④高屋公園

対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外の遊び、固定遊具での遊び、子育て相談・子育て情報など

おはなし広場
日　時 ７日（土）、21日（土）、28日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよし広場
日　時 18日（水）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、子育て支援ボランティア
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館ひぼこホール（出石町水

むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

◆お得で便利な特典が利用できる友の会 会員募集中！

　６月18日（土）
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席指定
　　　　　一般3,000円、中学生以下1,500円（当日券は

各500円増、友の会会員は300円引）
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学前）を希望の方

は、６月10日（金）までに申し込みくだ
さい。

◇チケット発売中

■いっこく堂『ミラクルボイスS
シ ョ ー

HOW！』
　松山千春や秋川雅史など新
作“モノマネ腹話術”で大ブレ
イク！　進化する“ボイスイ
リュージョン”で笑いと驚きの
ステージをお楽しみください。

　５月15日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　12組〔モダ・ラティーナ、H

ヒップ
ip ♡ ポップ

コーン、E
エ ミ ズ
mi's B

バ レ エ
allet、プルメリア、３Bら

びぃJr.田鶴野キッズ、演劇ファクトリー
zero7（D2）、チェリオタップダンス、倶楽
部103ダンス部、豊岡みどり会、Y

ヤ ス シ
asushi、

P
ピーエーエル
AL、マカナアロハフラ〕

◇入場料　無料（全席自由）
◇一時保育　一時保育（１歳半から就学前）を希望

の方は、５月５日（木･祝）までに申
し込みください。

■見てぇなダンス2011
　地元で活動しているダンサーによるダンスイベン
トを開催します。

　７月24日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円、
　　　　　中学生以下500円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学前）を希望の方

は、７月15日（金）までに申し込みくだ
さい。

◇チケット発売日
　友の会･一般共通　５月14日（土）

■とよおか・シネマオアシス VOL.5
　｢武士の家計簿｣

■市民プラザ｢アートスクールⅡ｣
　第１弾　演劇プログラム（ワークショップ
　から小劇場発表公演まで）受講生募集！
　関西の実力派劇団の座長内藤裕敬氏を迎えて開講
する演劇プログラムの受講生を募集します。
◇開催日　５月20日（金）〜22日（日）・27日（金）〜29

日（日）・６月３日（金）〜５日（日）･10日
（金）〜12日（日）の金曜日夜間・土曜日午
後と夜間･日曜日午前の全16回

◇発表公演　６月12日（日）
◇場　所　豊岡市民プラザ
◇対　象　高校生以上（高校生は保護者の同意が必

要）
◇内　容　南河内万歳一座座長　内藤裕敬さんによ

る演劇講座
◇受講料　一般5,000円、高校生3,000円（選考通過者）
◇定　員　20人程度
◇申込方法　所定の申込書に必要事項を記入の上、

豊岡市民プラザに申し込みください
（書類選考があります）。

◇申込期限　５月15日（日）

　６月11日（土）
　開演19：00（開場18：30）
◇入場料　無料（全席自由）

■第四回ひぼこY
よ さ こ い

OSAKOI祭り
　Y

よ さ こ い

OSAKOI 
S
そ ー ら ん

ORAN
　但馬地域のよさこいチ
ームによる華やかな舞を、お
楽しみください。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　５月28日（土）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　スマイルフレンズ
◇内　容　大正琴の演奏
◇曲　目　津軽じょんがら、また君に恋してる、トイ

レの神様、民謡ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第79回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親
しんでいただくために、毎
月１回程度コンサートを開
催しています。
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平成23年4月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

5月の主な行事
MAY

平成23年

₁₅（日）田んぼの学校
（９：30～コウノトリ文化館周辺）

見てぇなダンス2011
（14：00～豊岡市民プラザ）

₁₆（月）
₁₇（火）
₁₈（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）

絵本講座（10：30～出石子育てセンター）

₁₉（木）第23回企画展　但馬の弥生土器
（但馬国府・国分寺館、～8月31日）

₂₀（金）おやつクッキング
（10：00～竹野子育てセンター）

₂₁（土）体験の農園「さつまいも苗植え」
（10：30～但東子育てセンター）

₂₂（日）第12回田
た

結
い

わかめまつり（10：00～田結漁港）

₂₃（月）
₂₄（火）
₂₅（水）住民総参加型チャレンジデー2011

（０：00～市内全域）

₂₆（木）子育てミニ講話＆母親交流
（10：30～日高子育てセンター）

₂₇（金）なかよしグングン広場
（９：30～豊岡市民プラザ）

母親交流会（10：30～城崎子育てセンター）

₂₈（土）第79回サロンコンサート
（13：30～豊岡市民プラザ）

₂₉（日）第16回奈佐森林公園まつり
（９：00～奈佐森林公園）

T
タ ジ マ ド ー ム

AJIMADOMEフェスティバル2011～春
物語～（10：00～県立但馬ドーム）

₃₀（月）
₃₁（火）

ひ
と
り
ご
と

▼
４
月
か
ら
秘
書
広
報
課
に
異
動
に
な

り
ま
し
た
。
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
戸

惑
っ
て
い
ま
す
が
、
刺
激
的
な
毎
日
を

楽
し
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で
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
変
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な
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も
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を
見
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と
安
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す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
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。
そ
の
代
表
格
が
毎
日
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愛
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当
！
妻
に
感
謝
で
す
。 

◯K2

合　計 男　性 女　性 世帯数
88,407人（－328人）42,322人（－163人）46,085人（－165人） 32,313世帯（－3世帯）

₁（日）第４回特別展「但馬は近畿か山陰か!?」
（但馬国府・国分寺館、～17日）

企画展｢植村直己を支えた人たち｣
（植村直己冒険館、～31日）

100年のキセキ−伊藤清永・淀井敏夫−
（伊藤清永美術館、～31日）

風景四季彩（城崎文芸館、～６月30日）
復刻！シーボルトコレクション

（城崎文芸館、～６月30日）

₂（月）
₃（火）憲法記念日しょうぶ湯（城崎温泉外湯など、～５日）

神鍋ジュニアサッカー スプリングカーニ
バル（９：00～県立但馬ドーム）
北前まつり（９:30～竹野北前館周辺）

₄（水）みどりの日

₅（木）こどもの日

₆（金）第29回全国シニアソフトボール豊岡大会
（９：00～県立但馬ドーム、～9日）

₇（土）
₈（日）
₉（月）
₁₀（火）
₁₁（水）第90回水道まつり（10：30～寿公園など）

₁₂（木）
₁₃（金）
₁₄（土）講座「但馬は近畿か山陰か!?」

（13：30～但馬国府・国分寺館）
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　神社の境内には、ご神木など信仰の対象として、長い間大切にされてきた巨樹・巨木があります。こ
れらの木には、それにまつわる言い伝えが残っていたり、季節の目安になっているなど、地域の生活に
寄り添ってきました。

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

「史跡名勝天然記念物（天然記念物４）」

白藤神社の大モミ
（県指定）大谷

小
お

江
え

神社の大ケヤキ
（県指定）江野

天神社のトチノキ
（県指定）日高町万場

おまき桜
（市指定）竹野町椒

はじかみ

梢獨

語句の解説 ・胸高周囲

歴史 探訪
～文化財を巡る～22


